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法人の沿革

昭和６２年 １月      社会福祉法人、特別養護老人ホーム設立準備会発足

  ６２年 ９月２１日   特別養護老人ホーム麻機園 建築工事着工

  ６２年１０月１３日   社会福祉法人東桜会 認可

  ６３年 ３月２０日   特別養護老人ホーム麻機園 竣工

  ６３年 ４月 １日   特別養護老人ホーム麻機園 開園（定員５０名 ショートステイ４名）

  ６３年１０月 １日   麻機園デイサービスセンター 開始

平成 ２年１０月 １日   麻機園入浴サービス事業 開始

   ３年 ７月２９日   特別養護老人ホーム麻機園 増築工事着工

   ４年 １月 １日   麻機園在宅介護支援センター事業 開始

   ４年 ３月 １日   麻機園ホームヘルプサービス事業 開始

   ４年 ３月２５日   特別養護老人ホーム麻機園 増築工事竣工

   ４年 ４月 １日   特別養護老人ホーム麻機園増床（定員８０名 ショートステイ２０名）

   ８年 ８月 １日   軽費老人ホームケアハウス桜花 建築工事着工

   ８年１１月 １日   麻機園食事サービス事業 開始

   ９年 ３月３１日   軽費老人ホームケアハウス桜花 竣工

   ９年 ４月 １日   軽費老人ホームケアハウス桜花 開設（定員５０名）

              在宅介護支援センター、ヘルパーステーション併設

  １０年 ４月 １日   麻機園デイサービス（Ｅ型）事業 開始

  １１年 ４月 １日   ホリデイサービス（Ｂ型）事業 開始

  １１年１０月 １日   麻機園ケアプランサービス 開始

  １２年 ４月 １日   介護保険事業 開始

  １２年１０月 １日   静岡市有永グループホーム 受託開始

  １４年 ３月３１日   麻機園食事サービス事業 終了

  １５年 ３月３１日   麻機園入浴サービスセンター事業 終了

  １５年１２月 １日   麻機園デイサービスセンター 利用定員変更

  １８年 ３月３１日   麻機園在宅介護支援センター 委託事業終了

  １８年 ４月 １日   介護予防事業 開始

  １９年１２月２０日   麻機園デイサービスセンター 利用定員変更

  ２０年 ３月３１日   静岡市有永グループホーム 指定管理業務終了

  ２０年 ８月３１日   麻機園デイサービスセンター 営業日変更

  ２２年 ４月３０日   麻機園デイサービスセンター 認知症対応型介護予防通所介護事業廃止

  ２７年１０月３１日   麻機園デイサービスセンター 認知症対応型通所介護事業 休止

  ２８年 ３月 １日   麻機園デイサービスセンター 利用定員変更（地域密着型）（定員１８名）

  ２８年１２月３１日   麻機園デイサービスセンター 認知症対応型通所介護事業 廃止

  ３０年 ４月 １日   新総合事業（通所介護・訪問介護） 開始



- 2 -

施設の概要

Ⅰ．特別養護老人ホーム 麻機園

１．施設名称    麻機園（あさはたえん）

２．施設の種別   特別養護老人ホーム

３．経営主体    社会福祉法人 東桜会

４．所在地     静岡市葵区東５２７番地の１

          TEL(054)247-8739 FAX(054)247-8640

５．事業開始    昭和６３年４月１日

６．定員      ８０名（介護老人福祉施設）

７．併設事業    麻機園（短期入所生活介護事業所）２０名

          麻機園デイサービスセンター（地域密着型通所介護事業所）１８名／日

８．構造      鉄筋コンクリート造 ３階建

９．敷地面積    ８，３２２．２０㎡

10．建築面積    １，４４３．１５㎡

11．床面積     ３，４９７．４６㎡

           １階  1,148.40㎡

           ２階  1,261.91㎡

           ３階  1,087.15㎡
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12．特別養護老人ホーム麻機園 平面図

麻機園３階

麻機園２階

麻機園１階
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Ⅱ．ケアハウス桜花

１．施設名称    ケアハウス桜花（けあはうすおうか）

２．施設の種別   軽費老人ホーム（ケアハウス）

３．経営主体    社会福祉法人 東桜会

４．所在地     静岡市葵区東５３２番地の４

          TEL(054)247-6663 FAX(054)247-6671

５．事業開始    平成９年４月１日

６．定員      ５０名

７．併設事業    麻機園ケアプランサービス（居宅介護支援事業所）

          麻機園ヘルパーステーション（訪問介護事業所）

８．構造      鉄筋コンクリート造 ４階建

９．敷地面積    ３，０２０．５８㎡

10．建築面積    １，０３０．６４㎡

11．床面積     ３，１６７．８６㎡

           １階  915.85 ㎡

           ２階  837.99 ㎡

           ３階  804.96 ㎡

           ４階  609.06 ㎡
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12．ケアハウス桜花 平面図

１Ｆ

２Ｆ

３Ｆ

４Ｆ
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《社会福祉法人東桜会の理念等》

〔法人の目的〕

私たちは、多様な福祉サービスがその利用者の意向を尊重して総合的に提供されるよう創意工

夫することにより、利用者が、個人の尊厳を保持しつつ、自立した生活を地域社会において営む

ことができるよう支援することを目的として事業を行います。

〔施設運営理念〕

法人の目的を達成するため、公平で公正な開かれた施設運営を永続し、地域の拠点施設となる

ように努めるとともに地域福祉の向上に資するよう努めます。

〔施設運営方針〕

利用者の多様なニーズに応えられる職員を育成し、利用者が、生きがいを持ち明るく快適な生

活ができる住環境の整備に努めます。

〔サービス提供理念〕

利用者一人ひとりのニーズと意思を尊重した質の高いサービスを提供し、利用者の生活の質の

向上を目指すとともに、利用者の自立を目指し、利用者と共生し、利用者の回復を目指します。

〔サービス提供方針〕

サービスの利用を希望する人たちが、利用者自らが受けられるサービスを選択し決定できる環

境を作るとともに、利用者の残存能力を発見し、引き出し、活用ができるような環境を作ること

に努めます。
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令和３年度事業計画
（各職種の目標に対する実績記載付）
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《社会福祉法人東桜会 令和３年度事業計画》

〔１〕基本方針

１．法人・施設の中・長期計画の策定に取り掛かる。

２．法人の理念、施設運営方針等について再確認し、表現方法等を検討する。

３．働きやすい職場環境を目指し、職員の採用、定着に努める。

４．地域に存する社会福祉法人として、地域の様々な団体組織・人々と連携して地域に貢献する。

〔２〕経営施設及び事業の種類

１．指定を受けた介護保険事業（介護予防・日常生活支援総合事業を含む）を経営する

(1)介護老人福祉施設 麻機園

(2)短期入所生活介護事業 麻機園

(3)地域密着型通所介護事業 麻機園デイサービスセンター

(4)訪問介護事業 麻機園ヘルパーステーション

(5)居宅介護支援事業 麻機園ケアプランサービス

２．社会福祉事業として次の事業を行う

(1)軽費老人ホーム ケアハウス桜花

３．静岡市から委託を受けて次の事業を行う

(1)要支援、要介護認定の訪問調査を行う（麻機園ケアプランサービス）

(2)静岡市高齢者一時保護施設確保事業を行う（短期入所麻機園）

４．地域包括支援センターから委託を受けて次の事業を行う

(1)介護予防プランの作成

〔３〕地域社会に貢献する取組み・地域交流等

麻機園に配置する職員を地域連携担当とし、法人が地域社会に貢献する取組みの業務を担わせる。

新型コロナウイルス感染症に充分留意し、施設を開放した地域住民へのサービスや、地域の団体組

織・人々と連携して地域に貢献し、福祉の向上を目指す。また、麻機小学校放課後こども教室実行委

員会と連携するなどして、地域住民と子どもたちの活動の機会が持てるようにサポートする。

〔４〕評議員会、理事会の開催予定

①監事監査      ５月 令和２度事務事業及び決算の審査

②第１回理事会    ５月 令和２年度事業報告、決算及び定時評議員会予定など

③定時評議員会    ６月 令和２年度決算認定

④監事監査      10月 令和３年度期中監査

⑤第３回理事会    10月 令和３年度補正予算、事務事業の報告等

⑥第１回臨時評議員会 10月 令和３年度補正予算承認  ※補正予算がある場合

⑦第４回理事会    12月 事務事業報告等

⑧第５回理事会    ３月 令和３年度補正予算及び令和４年度事業計画、予算

次期役員評議員候補者の選定など

⑨第２回臨時評議員会 ３月 令和３年度補正予算及び令和４年度事業計画、予算承認

※予算又は事業計画等に係る議題のあるときには臨時に理事会、評議員会を開催する。
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〔５〕建物・設備の修繕・改修等の予定

麻機園及びケアハウス桜花の建物本体及び付属設備、設備・備品等の経年劣化の著しい箇所について

大規模な修繕又は改修等を計画・予定するとともに、職員の業務軽減に資する設備・用具等の導入を

検討する。

１．特別養護老人ホーム麻機園

①受電設備改修修繕等

②空調設備更新修繕等

③電話設備更新

④厨房機器・設備更新

⑤ダムウエータ改修修繕

⑥居室網戸、フェンス等の改修取替

⑦業務の効率化・業務負担の軽減化の為、利用者の見守り機器やＩＣＴの導入を推進

⑧感染症対策に係る設備等の改善・導入

２．ケアハウス桜花

①外壁改修工事

②電話設備・課金装置、電気使用量等集中監視装置更新

③建物周辺地盤沈下への対応

④業務の効率化・業務負担の軽減化の為、ＩＣＴの導入を推進

    ⑤感染症対策に係る設備等の改善・導入
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《特別養護老人ホーム麻機園》

〔１〕基本方針

１．利用者ご家族の要望に的確に応えられるよう、各職種間の連携を密にする。

２．利用者への生活援助者としてふさわしい職員になるよう資質の向上に務める。

３．導入した介護記録システムに習熟し、情報共有等の効率化を図る。

４．介護保険制度の定める条件を遵守して事業を行う。

〔２〕利用者処遇各職の目標

１．相談員及び介護支援専門員

（目標１）入所者がその人らしく安心して暮らせるような環境創りに努める。

・入所者の思いを聴く機会をつくる。

入所者の居室を訪室し個々に話をする機会をつくる。

行事等で入所者が集まる時に、要望等意見交換する機会を設け記録として残す。

→入所者と1対１でゆっくり話をして不安な事や要望等聞くように努めた。職員とゆっくり話を

したいという希望が多く、その機会を設けられたことがよかった。

   入所者個々に話を聴いた時には、記録を残し他職種と情報を共有しカンファレンス等に役立てる。

→記録システムの活用で情報の共有ができカンファレンス等に役立てることができている。

感染予防対策をして入所者の楽しみである行事等を中止せずに内容を検討して開催できるようにす

る。

→食まつり等の園内での行事をはじめ、初詣や遊水桜花見等外出の行事も行うことができた。

・家族の希望、意向を伺う機会をつくる。

家族説明会を開催できない時は代わりとして個別に電話や書面等でサービスの変更やワクチン接種

等の情報提供を行う。

→預り金報告に併せてサービスの変更やワクチン接種について情報提供を行えた。

電話連絡時や面会時等、家族の希望や意向を聴いた時には、記録を残す。

→面会時や電話等で家族と話す機会がある場合は入所者の様子を伝えながら希望、意向を聞くこと

ができた。

・入所者の様子を家族へ報告する機会を増やす。

電話連絡時に入所者の様子を伝える。

→電話連絡時に日頃の様子を伝えるようにした。特変がない場合やその他の連絡事項がない場合

は電話連絡することがなく様子を伝えられていない入所者がいる。

直接面会の制限中は、入所者、家族が安心できるようにワイヤレスインターフォンを使用した窓越

しの面会を継続する。

→緊急事態宣言適用中を含め１年間窓越し面会を安全に行えた。

・入所者、家族の意向をもとに、その人らしく自立した生活を目指す介護計画を作成する。

→入所者、家族の意向をもとに計画作成しているが、情報収集、意向調査は改善の余地あり、よ

り意向に沿った介護計画を作成したい。

・入所者が車椅子や靴、補助食器、付加食品等、必要としている物を検討し購入する。

→入所者個々に物品を検討し、購入、使用することができている。

（目標２）職員研修を行う

・職員会議、介護職会議を利用し計画的に職員研修を行う。
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・職員全員が参加できる開催方法とする

・職員の知りたいことを研修内容に組み込めるように、職員の意向を聞く機会を設ける。

→今年度初めてオンラインでの研修を行うことができた。多くの職員が参加することができ研修の

理解度も高く、今後も継続したい。

（目標３）入所率を９８％以上に保つ。

・優先入所検討委員会を適宜開催する。

  →年４回優先入所を開催した。コロナ禍で入所控えがあり昨年度より入所率が１％落ちた。

・入所申込者に「麻機園に入所したい」と思ってもらえるようにする。

施設見学ができない状況でも園内の明るい雰囲気が伝えられるような説明を行う。

申込者のニーズに合わせ、制度の説明や他サービスの説明を行えるようにする。

→入所見学ができない代わりにロビーで丁寧に説明することを心掛けた。また、特養以外の施設の

紹介や、制度の紹介等入所に結びつかないケースでも対応するようにした。

・他特養相談員、老健相談員、ケアマネジャー等情報交換を行ない連携できるようにする。

  →他施設との情報交換を行い連携に努めた。総合病院や老人病院からの紹介で入所に繋がるケース

が増えている。

（目標４）感染症対策を行う

・必要物品の検討、及び購入をする。

・消毒方法、防護服の着脱方法等の勉強会を開く。

   →昨年度揃えた物品を実際使用することで検証し使いやすいものに変更することができた。

２．介護職

（１階の目標）

・職員同士、入所者に対しても優しさを添え、思いやりや責任を持って仕事をする

→職員同士の言葉遣いがきつくなってしまうことがあった。また、時間を作って入所者と関わる事

の出来る職員もいれば、余裕がなく自分の業務に精一杯な職員もいた。

・入所者に自分でできる事の喜びを感じてもらえるように援助する

→おしぼり巻きや洗濯物を畳んでもらい、毎日の日課として誰かの役に立ちたいと言い、積極的に

取り組んでくれる方たちがいた。また、車椅子の自走や立位保持など自分の持っている残存機能

を活かして貰えるような声掛けを心掛けた。

・手洗いうがいのしやすい環境を整え、感染症を予防する

→各居室にペーパータオルを置き、いつでも手洗い出来る環境を整えた。今年度も感染症なく過ご

してもらうことができた。

・褥瘡の予防と改善に努める

→褥瘡のある方は洗浄と処置、定時の体位変換を行ったが、改善には至らなかった。新たに褥瘡が

出来ることは無く予防する事ができた。

・１階職員同士、申し送りを確実に行い、統一した介護を行う

→重要な事は申し送りできたが、口頭での申し送りでは細かいことが伝えられていなかった。

・フロアの清潔を保ち、入所者の過ごしやすい環境を整える

   →食堂や廊下、居室の床の清掃に努め、食堂の床も毎食後拭き、消毒をすることができた。

（２階の目標）

・優しい表情・口調・態度で接する
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→時間帯や業務に追われていると優しく接する事が出来なかった。可能な限り職員を交代して対応

していきたい。

・褥瘡の予防と早期改善

→臥床時間が増えた入所者には定時の体位変換し、皮膚状態や拘縮の変化について経過観察した。

褥瘡が出来てしまった際には、すぐに対応策を考え実行した。看護師に処置をしてもらい改善に

努めた。

・担当居室内の掃除・整理整頓

→各居室担当が主となり、掃除整理整頓を行ったが、職員によっては行えていない箇所もあった。

・担当居室内の書類管理を行う

→昨年度からパソコンでの記録が導入され、書類を扱う機会が減った。ケアプラン作成の期日が守

れない職員がいた。

・離床後の布団の整理整頓、臥床後の衣類・車椅子・靴・膝掛け・カーテンを整える

→全体的に行えている職員が少なかった。

・報連相を徹底させ、統一した介護を行う

→申し送りのファイルを使用し、ある程度は情報共有することが出来た。しかし、口頭での申し

送りだけにフロア全体での情報共有ができない事もあった。

・読み手が理解できる文章を書く

→当事者のみが理解できる文章となってしまう事が多々あった。他者が分かるような言葉を使用す

るように呼び掛けていく。

（３階の目標）

・離床をしたら布団をしっかり畳み、入所者の身だしなみを整える

→起床時、離床時に布団を畳むことが出来ていた。リネンが汚れている事があり気が付いた職員が

交換をしていたが、汚れたらすぐに交換し清潔を保つことが出来ていなかった。身だしなみに関

して、衣類は整えられているように感じた。髪を梳かすのを入所者本人任せになってしまった。

・ゆっくりと話しを聴き、優しい口調で話す

→入所者の行動に対し、口調が荒くなってしまう事が見られた。職員同士で注意をできるようにし

ていく。入所者が不安を訴える時にはその場で話を聞くことはできていたが個別に話す時間を設

ける事が出来なかった。

・褥瘡の予防、早期改善に努める

→皮むけや褥瘡を発見した際は看護師とともに処置を行い早期改善に努めた。皮膚が赤くなりや

すい方に対してはガーゼをあてて保護をするなどをした。

・フロア内を清潔に保ち、手洗いうがいを励行し、感染予防に努める

→職員、入所者ともに手洗いに注意し大きな流行風邪に罹る事はなかった。食後、食堂の清掃を行

っているが、大きな汚れは取れるが床にこびり付いた汚れを落とす事が出来ていなかった。

・情報の共有、統一した介護を行う

→介護方法の変更などは申し送りノートの活用、朝礼での申し送りにより情報の共有を図ることが

できた。

・前年度より転倒事故や入所者の怪我等を一件でも減らすことに努める

→転倒により骨折する事故が３件あった。ＡＤＬの低下により歩行から車椅子使用に変更になった

入所者がいる。また内出血による怪我が目立つため介護する際は十分に注意し入所者のＡＤＬの

変化も見逃さないようにしていく。
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３．看護職

“安心して過ごせるように、健康面から援助する。”

（目標１）感染予防と入所者の健康を維持するための看護対策。

・毎日の手洗い、うがい、建物の換気を実行するよう喚起し、感染予防に努め他職員にも啓発する。

→施設内では感染症が広がることなく、入所者の健康維持に努めることができた。

・入所者の健康管理の年間計画を立案し実施する。

→計画的に実施できた。

（目標２）生活の延長上にある自然な看取りへの看護

・その人らしく穏やかな時間を過ごせる様な環境を作り多職種と共に作っていく。

→看取りの方への看護は介護職と協力して行うことができた。

４．機能訓練指導員

（目標１）入所者の残存機能の維持・向上を目指し、安全な生活が送れるよう訓練する。

  ・個々の残存機能を把握し、多職種と情報交換を密に行ない、個々に適した目標を設定し機能訓練に

努める。

   →多職種と情報交換を行なうことでその方に合った目標を設定することができた。また目標に対し

ての個別機能訓練を行なえた。

・個々の目標に向け、週に２回以上の個別機能訓練を実施する。

→全員はできなかった。実施日を決め実施すべきだった。

・普段の生活の中で出来ることを増やし、その人らしく自立した日常生活の維持、向上に努める。ま

た生活の場に即した動作の訓練を行なう。

→生活の場に即した個別機能訓練を行なえた。

・自立した生活の援助として、安全に移動が出来るよう歩行器を導入したい。

→導入できなかった。

・３ヶ月に一度、目標の評価・見直しを行ない入所者又は家族に進捗状況を説明する。

→できた。新型コロナウイルスの影響により家族に会う機会が減ってしまったが、入所者には進捗

状況を伝え機能訓練に取り組んでもらえた。

（目標２）楽しんで生活してもらえるように援助する。

・集団機能訓練を１日１回３０分間実施し、楽しさ、喜びを伴い、心身の健康や生活の質の向上に努

める。

→できた。飽きがこないように工夫し、楽しんで運動ができることを考えながら実施できた。

・季節を感じてもらうため、毎月季節のカレンダーの塗り絵を行ない居室に掲示する。

→できた。

・行事に積極的に参加しコミュニケーションをとる。また日常の生活を楽しんでもらえるように援助

する。

  →積極的に行事に関わることができた。

５．栄養・給食

（目標１）安全安心で満足感を味わえるような食事を提供する。

・旬の食材を取り入れ、季節を感じられる献立や料理を充実させる。

→季節を重視した献立を提供出来たと思う。行事食も喜んで頂けた。

・食べる会を毎月実施し、入所者の方々に喜んで頂ける食事を提供する。
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→毎月食べる会を実施し、喜ばれた。

・嗜好調査を年1回実施し、献立に反映させる。

→出来た。献立に反映出来るものは取り入れた。

・衛生管理を徹底し、食中毒防止・感染症対策に努める。

→出来た。

（目標２）栄養管理を徹底する。

・個々にあった栄養ケア計画書を作成し、定期的に見直しを行い、低栄養予防・改善を図る。

→栄養補助食品を併用、定期的な体重測定など、入所者の体重管理に力を入れた。

・食事摂取量が低下してきた方には、高カロリー食品を取り入れるなど対応していく。

→出来た。身体への負担を考え、高カロリー食へ切替るなどに努めた。

・食事介助やミールラウンドを行い、入所者の状態把握に努める。

→食事介助に中々入れなかったが、ミールラウンドを行い、状態把握に努めた。

・他職種と情報交換を密にし、利用者に適した食事サービスに努める。

→出来た。特に寮母と情報交換を密に出来た。

（目標３）災害時の給食体制を検討する。

・災害対応給食マニュアルを整備する。

→出来なかった。

・備蓄食品の管理・見直しを行い、期限が近い食品は、献立に取り入れる。

→出来た。消費期限が近いものは、献立に取り入れた。

〔３〕会議・研修

１．会議の種類

(1)全体

①職員会議 ②部門連絡会 ③在宅利用連絡会 ④厚生委員会 ⑤研修委員会

⑥広報委員会

(2)麻機園

①優先入所検討委員会 ②介護職会議 ③リーダー会議 ④パート会議

⑤行事担当者会議 ⑥給食会議 ⑦安全委員会 ⑧衛生委員会 ⑨事故防止委員会

➉感染症対策委員会 ⑪身体拘束廃止委員会 ⑫褥瘡予防委員会 ⑬食事委員会

⑭排泄委員会 ⑮入浴委員会 ⑯事故検討委員会 ⑰サービス検討会

２．在宅部門を含めた全体会議を主催し職員相互の連携を計るとともに、定期的に部門毎、職種毎の会

議を開く。

３．委員会や担当者会議を開催し、利用者処遇の向上や、効率的な介護体制作りに努める。

４．研修会、研究会、講習会等へＷebによる参加の機会を増やし、資質の向上に努めるとともに、出席

した職員の報告会を行う。

〔４〕地域交流等

新型コロナウイルス感染拡大防止の観点から地域活動への自粛が続く中、感染予防対策を優先しつ

つ、時期や内容を検討しながら地域の団体組織・人々と連携し地域貢献活動を行い、福祉の向上を

目指します。

・平成２９年度から実施している施設を開放した地域住民へのサービス（さくらカフェ）はコロナ感

染予防の為一時中止されているが、野外で行える介護予防体操等地域に出張して行う。
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→本年度に入ってもコロナ感染症拡大は収まらず、さくらカフェは再開できなかった。

・介護講座等の支援を行い介護予防活動のサポートをする。

→依頼がなく、又感染予防の為集まりを回避した。

・地域の催事や訓練へ参加し、地域とのつながりを深める。

・地域で行われている作品展に施設入所者の作品を出展参加する。

→地域の催事や避難訓練は中止された。

・在宅高齢者の困り事や介護相談を受け必要に応じ地域資源や公的サービス等に繋げる。

→介護相談を受け居宅介護支援事業所全体で対応した。又、ケアマネジャーと一緒にS型デイサー

ビスに出向き、介護予防に関することや介護相談を受けた。

・ボランティア活動を通し得意なことを活かせるような生きがい支援策を行う。

→感染症予防の為施設でボランティアを積極的に受け入れることはできなかったが、地域の高齢者

にサロンで楽器演奏をしてもらった。

〔５〕施設・設備

１．建物及び付属設備等の老朽化に伴う必要な改修、修繕又は取替等を行う。

受電設備の更新、空調設備の補修、網戸の取替、天井壁等内装の補修他

２．感染症対策に係る設備の導入等により、利用者処遇向上のため必要な住環境整備を行う。

３．什器設備の適切な維持管理を行う。

４．様々なテクノロジーの活用に向けて情報を収集し、業務の効率化、業務負担の軽減を推進する。

〔６〕防災対策

１．近年多発する土砂災害や水害等に対する備えを充実するために、自然災害に対する職員の防災知識

を向上させると共に訓練を行い、避難方法等の検討、必要な備品等の整備を行う。

２．地震、火災時に備え、職員の防災に対する知識を向上させると共に、定期的に訓練を行い、設備の

使用方法の修得、避難誘導技術の向上を目指す。

３．災害時のマニュアルの見直し及び体制を整備する。

〔７〕感染症対策

１．新型コロナウイルス感染症に関する様々な情報を収集するとともに、感染症対策用品や備品設備の

整備を推し進める。

２．感染症に関連する通知や制度の変更に関する情報の収集に努め、施設事業の経営に反映する。

３．年間を通じて感染症に対する注意を払い、情報の収集に努めると共に、職員の感染症対策に対

する知識を向上させるために研修・実習を行う。

《ケアハウス桜花》

〔１〕基本方針

安心して楽しく生きがいのある生活が送れるよう支援する。

〔２〕運営

（目標１）安定した入居率の運営を目指す。
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・年間入居率９５％以上を目指し稼働率の向上に努める。

→入居率９１％、前年比と同じ結果で伸ばすことができなかった。

・居宅介護支援事業所をはじめ、地域包括支援センター、医療機関等の地域連携室等へ訪問し

施設の紹介、空き状況など情報提供と営業活動を行う。

→事業所訪問はできなかったがケアマネや地域包括職員が訪問した際に空き状況を提供した。

・地域連携担当と協働し、町内会、民生委員など地域に施設を知ってもらう機会を設ける。

→感染症の影響もあり地域に向けての活動ができなかった。

（目標２）高齢者の特性に配慮した環境を整備する。

・施設出入口の段差解消など必要な施設内外の修繕を行い、安全に暮らせる環境を整える。

→外壁工事中である。今後も引き続き必要な修繕を行っていく。

（目標３）相談機能を充実させる。

・入居者からの相談に傾聴し、安心な生活が送れるように努める。

  →入居者からの相談に傾聴し解決できるよう努めた。

・地域住民や事業所などが相談しやすい環境を備える。

→地域住民に向けての活動はできなかった。

・入居相談に対して「この施設に入居してみたい」との印象がもてるような接客を心がける。

→入居相談、施設案内時に丁寧な接客と説明を心がけた。

〔３〕入居者処遇

（目標１）健康で可能な限り自立した生活の場づくりをめざす。

・年に１回の健康診査、結核健康診断など受診できるよう情報提供し診断結果を把握する。

→健康診断受診を勧め結果を報告してもらっている。

・服薬内容の把握、かかりつけ医との連携、適切な助言をして疾病予防に努める。

→かかりつけ医と連携し情報提供を行った。

・必要に応じた介護保険サービスや施設サービスを提案し円滑に利用できるように支援する。

→入居者の身体状況を把握しケアマネと連携しながらサービスが利用できるよう支援できた。

・感染症、疾病の早期予防に努める。

→感染症にかからないように注意喚起している。

・入居者の健康、生活上の相談をしやすい環境を作る。

→入居者からの相談には常に傾聴している。

・家族面会時など、入居者の近況の生活状況を報告し信頼関係を構築する。

→感染症まん延防止のため面会は制限しているが生活状況は家族に報告している。

（目標２）残存機能の維持と余暇活動の援助を行う。

・ボランティアや地域住民を受け入れ、地域とのコミュニケーションの機会を作る。

→ボランティア等外部からの受け入れができなかった。

・「にじサロン」を継続的に開催し、体操や脳トレなどで機能低下を予防する。

また必要な物品を購入して工夫のある余暇活動を開催する。

→にじサロンは定期的に開催しているが内容に工夫が必要である。

・感染症対策を講じた上で、喫茶の開催など毎月１回以上季節感のある行事を企画し

入居者間の交流の機会を設ける。

→季節を感じられる内容の喫茶を開催できた。

・地域で行われる祭りやイベントなどの情報を、入居者に向けて掲示、月刊紙で提供する。
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→地域のイベントが開催されなかったが、今後も情報提供していく。

〔４〕栄養・給食

（目標１）快適な食環境づくりに努め、安全で楽しみのもてる食事を提供する。

  ・入居者の多様化するニーズに応えられるよう、多職種との連携を密にし、工夫や配慮を加え、心の

こもった食事を提供する。

  →実施できた。引続き、多職種との連携を密にし入居者のニーズに応えていきたい。

  ・選択食や行事食等は季節感のある食材を取り入れ、入居者が期待感をもてる食事を提供する。

  →実施できた。選択食や行事食のより一層の充実を図り、食事を楽しんでもらえるよう努力する。

  ・年４回程度、食事会を行い普段と違った雰囲気の中での食事時間を楽しんでもらう。

→実施できなかった。楽しみにしている入居者もいるので、ソーシャルディスタンスを守り開催し

ていきたい。

  ・安全安心な食事提供のため、委託業者との情報交換・相互の提案を含めた連携を徹底する。

  →大量調理マニュアルに沿って衛生管理が行えており、衛生管理書類もきちんと整備されている。

   事故もなく安全な食事を提供出来た。

  ・季節の植物等を置くなどして季節の流れが感じ取れる空間を演出する。

  →実施出来た。季節の植物だけではなく、入居者の作品からも季節の流れを感じることが出来、継

続していきたい。

（目標２）健康維持できるよう、多職種との連携を図り食生活の充実を図る。

・健康診断結果を基に栄養状態を把握し、食事面からの健康維持・増進を図る

→健康診断結果を基に助言することは出来た。

・ポスター等の掲示物を活用し、入居者への健康・栄養に関する知識の普及に努める。

→実施できた。

・日々の連絡や会議等を利用して情報の交換・共有を徹底する。

→概ね出来た。情報の共有をさらに徹底し、個々にあった食事を提供していきたい。

（目標３）災害時の給食体制を強化する。

  ・災害時給食マニュアルを作成する。

  →出来なかった。

  ・備蓄食品の整備・点検を行う。

  →概ね出来たが、形態に見直しが必要と感じるため引続き整備していきたい。

〔５〕会議・研修

１．在宅部門と連携を計り、入居者に関するサービス担当者会議等に参加する。

２．職員の資質向上のため外部研修に参加する。

３．入居者処遇、行事会議、給食等に関して会議を開催する。

（会議の種類） ①桜花会議 ②入居者処遇会議 ③給食会議

〔６〕施設設備

適切な建物・設備等の保守及び修繕を行い、安全で住みよい環境を整える。

→正面玄関インターロッキング、裏玄関段差の修繕を行いたい。

→外壁工事中のため、今後の修繕に組み込みたい。
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〔７〕防災対策

１．地震、火災など災害に備え、職員の防災知識、技術の向上をめざす。

→職員向けの防災教育に力を入れたい。

２．入居者向けに土砂災害など風水害の危険を周知する防災教育を行う。

３．公助、共助をめざし消防、地域、隣接施設等との協力体制を築いていく。

→地域との共助は今後も課題である。

４．年２回、夜間発生の大規模地震および火災を想定した避難訓練を実施する。

５．備蓄品（非常用食品、防災用物品など）を購入したい。

〔８〕感染症対策

１．施設内の消毒、換気など感染症予防を徹底する。

→定時の換気を行い入居者にも呼びかけている。

２．研修等で感染症対策に対する知識を高めるよう努める。

３. 入居者に対して情報提供すると共に、感染症対策に対する知識を向上させる。

→掲示物や口頭で感染症予防対策の呼びかけをしている。

《在宅サービス》

〔１〕麻機園ショートステイ

（目標１）年間を通して稼働率７５％を目指す

→稼働率は下がり５３％程だった。（前年度６３％）

・ケアマネジャーへ空床情報を提供することにより稼働率の向上を目指す。

（目標２）よりよいサービスを提供する。

・本人、家族の意向、身体状況について他職種との情報を共有することにより、よいサービスが提供

できるようにする。

・新規利用時は多くの情報を収集し、本人、家族、ケアマネジャーの意向に沿ったサービスが提供で

きるようにする。

・利用前の本人の身体状態の情報を収集し、前回利用の状況にかかわらず適切なサービスが提供でき

るようにする。

・利用中の状態変化時等は、家族及びケアマネジャーに迅速かつ的確に情報の提供を行い、対応する。

→概ねできた。

（目標３）感染症対策が確実にでき影響を最小限にとどめることができる。

・施設内に感染症を持ち込まない、外部に持ち出さないように、利用前の本人及び家族の健康状態を

より詳しく収集し、また本人、送迎車両の消毒を行う等感染対策を徹底する。

・感染症流行時は家族、ケアマネジャーとも施設の見学、居室での面会が難しい為、写真等を使って

の情報提供を行い利用中の生活イメージを持ちやすいようにする。

・施設内で感染症が発生した場合は、家族、ケアマネジャー等に情報を提供し、本人、家族、他事業

所等が不安なく生活が継続できるようにする。

→利用前の情報収集、感染対策を行いコロナウイルス等の感染者は職員、利用者ともなかった。

（目標４）緊急利用にもできる限り対応する。

・介護者の急変等で急にショート利用の要請がある時には、ケアマネジャーと連携して情報収集して

受け入れる。
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→本人、介護者の急変等切迫性の高い人は受け入れた。 緊急短期６名

（目標５）ショートの長期利用希望にも可能な限り対応する。

・施設入所を希望し、病院退院後自宅に帰るのが難しく、施設入所までに時間がかかる場合等は、利

用者家族の希望に応え施設入所までの家族の負担を軽減するように努める。

→相談があった場合は内容を精査しそのままロングショート可能な人については対応した。新規８

名。

〔２〕麻機園デイサービスセンター

（目標１）平均利用者数１２人をめざす

→「平均利用者１２人をめざす」と掲げていたが、平均利用者数は８．１人で目標を下回った。新

規利用者が少なく、営業活動が出来ていないことや、施設入所により終了になってしまったこと

が主な理由だと思われる。また、問い合わせがあり利用見学をしても新規利用につながらないこ

ともあった。

・居宅介護支援事業所を訪問し、新規利用者の紹介を依頼していきます。

パンフレットや写真パネルを活用し、特色をアピールします

→パンフレットの作製は出来たが有効活用することが出来なかった。

・介護支援専門員と信頼関係を築けるように、こまめに利用者の様子やサービスの利用状況を電話や

書面にて報告します。

→書面での報告は出来なかったが、状態変化等があった場合は都度、介護支援専門員に報告はでき

た。

・バーチャルインデックスや長谷川式等のアセスメント指標を取り入れ、利用者の状態についての理

解を深め、利用者一人ひとりに合わせた支援ができるようにしていきます。

→アセスメント指標の使用は出来なかったが、利用者の状態を把握し一人ひとりに合わせた支援が

できた。

・リカンベントバイクの記録表を活用するなど、体操やレクリエーションに取り組んだ成果を利用者

が実感し、意欲が増すように支援します

→毎日の体操や機能訓練は行っていたがリカンデントバイクの使用はできなかった。

〔３〕麻機園ヘルパーステーション

（目標１）住み慣れた家で安心して生活ができるよう支援する。

・利用者が何を望んでいるか想像し、利用者の気持ちに寄り添う。

→利用者の習慣や行動を観察し、できることは促しながら励まし、辛いと思うことを傾聴すること

に努めた。

・活動記録票にその日の様子を明記し、利用者家族に様子を伝える。

→記録票に細かく記入することで、家族も読み連絡のやり取りができ、様子を知らせることができ

た。

・感染予防の徹底（感染しない・うつさない）

→検温・手洗い・消毒等に努め、利用者にもできる限り訪問中マスク着用を求めた。

・職員の知識・技術向上の機会を持ち、ニーズに的確に対応できるようにする。

→空き時間に対応方法を話し合う機会や月１回のミーティングで資料を基に研修を行った。

（目標２）利用者・稼働率をあげる。

・利用者３５人、毎月稼働率６０％を目指す。
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→利用者３０人弱、稼働率５０％前後で経過。利用回数の多い方の施設入所や入院等で、安定しな

かった。

・居宅介護支援事業所への報告（情報・対応）は的確・迅速に行い連携を図る。

→情報はその日のうちに連絡し、対応も利用者に確認しながら提案等も行い増回やサービスの見直

しに繋ぐことができた。

・地域の方に知ってもらえる場に参加する。

→新型コロナウイルス感染症の流行期であり、外の場に出向くことがなかった。

〔４〕麻機園ケアプランサービス

（目標１）新しい法改正に向けて情報収集し、システムの見直しを行う。

・今後AIの導入や書面のデジタル化が進んでいくと言われている中で、それに対応しうるスキルを身

につけることができる。

→まだ移行中のため令和３年度はＡＩの導入やデジタル化をしていないが、リモートで研修を受け

ることをそれぞれ行いスキルを身につけた。

（目標２）感染予防に努めながら医療や多職種との連携方法を工夫し、インフォーマルサービスも活用

しながら利用者の自立支援を図ることができる。

・検温、消毒等感染予防を徹底する。

→検温、消毒を行い感染予防を行うことができた。

・利用者の多様なニーズに対応できるよう自己研摩に努め、幅広い知識をもつ。

→毎週事例検討を行ったり、月１回は勉強会を開いたり研修に参加したりして知識の向上に努め

ることができた。

・利用者および家族の本音を聞き出せるような関係作りに努める。

→利用者や家族に寄り添えるよう日頃から相談に乗り、困っている時は迅速に安心してもらえるよ

うな対応を心掛けた。

・利用者の思いが達成できるようなサービス計画を作成する。

→利用者との信頼関係を築くことで本音で話をしてもらい、本人の思いを目標にできるようなプラ

ン作りに努めた。

・医療や他職種との連携を密にし、情報を共有する。

→医療連携は迅速に行うことができた。その後相談員と連絡を密にして、退院支援を行うことがで

きた。

・インフォーマルサービスの活用をより一層重視しサービス計画を作成する。

→コロナ渦でなかなかインフォーマルサービスが少なかったため活用が思うようにできなかった。

民生委員や家族の支援は意識することができた。
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事業の状況
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Ⅰ．社会福祉法人東桜会

〔１〕法人の経営施設及び事業

社会福祉法による分類 介護保険法による分類

凡
例

上段 ： 種別 上段 ： サービスの種類

下段 ： 施設又は事業所名 下段 ： 事業所名

第

一

種

１

特別養護老人ホーム 介護老人福祉施設

麻機園 麻機園

２

軽費老人ホーム

ケアハウス桜花

第

二

種

３

老人デイサービス事業
地域密着型通所介護

第1号事業【通所介護相当サービス】

麻機園デイサービスセンター 麻機園デイサービスセンター

４

老人短期入所事業
短期入所生活介護

介護予防短期入所生活介護

麻機園 麻機園

５

老人居宅介護等事業
訪問介護

第1号事業【訪問介護相当サービス】

麻機園ヘルパーステーション 麻機園ヘルパーステーション

公

益

事

業

６

居宅介護支援

麻機園ケアプランサービス
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〔２〕組織図

主任事務員 事務員

主任
生活相談員

生活相談員

寮母長 副寮母長 介護職員

主任看護師 看護職員

栄養士 委託業者

機能訓練
指導員

監　事
介護支援
専門員

（麻機園）

管理者 生活相談員 介護職員 看護職員
機能訓練
指導員

（麻機園デイサービスセンター）（地域密着型）

管理者 生活相談員 介護職員 看護職員
機能訓練
指導員

（麻機園ヘルパーステーション）

管理者
サービス
提供責任者

訪問介護員

（麻機園ケアプランサービス）

管理者
介護支援
専門員

生活相談員

介護職員

栄養士 委託業者

支
援
部
門

居
宅
介
護

ケアハウス
桜花

施設長

部
　
門

通
所
介
護

管理部門

介
護
保
険
施
設

特
　
　
養
　
　
部
　
　
門

麻機園
園長

事務長

理事会

居
宅
サ
ー

ビ
ス
事
業
部
門

生
活
介
護

短
期
入
所

理事長

部

門

訪
問
介
護

評議員会
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〔３〕職員の状況

１．所属別職員数(令和４年３月３１日)

麻機園 桜花
ﾃﾞｲｻｰﾋﾞｽ

ｾﾝﾀｰ

ﾍﾙﾊﾟｰ

ｽﾃｰｼｮﾝ

ｹｱﾌﾟﾗﾝ

ｻｰﾋﾞｽ
計

施 設 長

（ 管理者）
１ １ 〈１〉 〈１〉 〈１〉 ２

事 務 員 ２ ２

生活相談員
3

〈2〉
１

2

（１）〈2〉
６（１）

看 護 職
6

（2）〈2〉

2

（1）〈３〉
８（３）

機 能訓練

指 導 員
１

２

〈２〉
３

介 護 職
３９

（１９）

２ ２

（2）〈１〉
43（21）

栄 養 士 １ １ ２

ホームヘルパー
5

（３）〈１〉
５（３）

支援専門員
２

〈２〉

３

〈１〉
５

そ の 他 ７（７） ４（４） 11（11）

医  師 １（１） １（１）

合  計 ６３（２９） ９（４） ８（４） ５（３） ３ 88（40）

※（ ）内は非常勤で再掲、＜ ＞内は兼任

２．職員の資格(令和４年３月３１日)

介護福祉士 ３８ 介護支援専門員 １３
認知症介護実践

（実践者）研修終了
８

社会福祉士 ２
介護職員初任者

研修終了
１７

認知症対応型サービス

事業管理者研修終了
３

社会福祉主事任用 １７
介護福祉士養成実習

施設指導者研修終了
６

認知症介護指導者

養成研修終了
１
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〔４〕役員会・評議員会等の開催状況

《監事監査》

１．日  時   令和３年５月１９日(木)   午前９時から午後３時

２．場  所   静岡市葵区東５２７－１   特別養護老人ホーム麻機園 ２階会議室

３．出席監事   永野 守  望月敏弘

４．出席理事等  長谷川達也 秋山 通 長島鈴江 海野隆由 塩沢水尾子 小野田武留 佐藤勝

洋

《監事定期監査》

１．日  時   令和３年１１月４日(水)  午前１０時から午後０時３０分

２．場 所   静岡市葵区東５２７－１  特別養護老人ホーム麻機園 ２階会議室

３．出席監事   永野 守  望月敏弘

４．出席職員等  秋山 通 長島鈴江 塩沢水尾子 小野田武留 海野隆由 佐藤勝洋

《第１回理事会》

１．日  時   令和３年５月２６日(水)   午後２時から午後３時１０分

２．場  所   静岡市葵区東５２７－１   特別養護老人ホーム麻機園 ２階会議室

３．出席理事   ９名

長谷川達也  秋山 通   伊藤 靖   良知克彦   長島鈴江   

佐藤勝洋   海野隆由   小塚 博   杉浦 徹

４．欠席理事   鈴木政夫   

５．出席監事   永野 守   望月敏弘

６．議事

【決議事項】

第１号議案 令和２年度事業報告（案）について

第２号議案 令和２年度会計決算（案）及び監事監査報告について

第３号議案 令和３年６月からの役員候補者（案）について

第４号議案 令和３年６月からの評議員候補者（案）について

第５号議案 評議員選任・解任委員の選任及び評議員選任・解任委員会の開催について

第６号議案 令和３年度定時評議員会の日時、場所及び目的である事項等について

【報告事項】

第１号 理事長及び副理事長の業務執行状況について

その他 今後の予定について

《第２回評議員選任・解任委員会》

１．開催日時   令和３年６月１７日(木) 午後１時から午後１時４５分

２．開催場所   静岡市葵区東５２７－１ 特別養護老人ホーム麻機園 ２階会議室

３．内 容

令和３年６月からの評議員候補者の選任の可否について検討

《定時評議員会（通算第５回）》
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１．開催日時   令和３年６月１７日(木) 午後２時から午後３時

２．開催場所   静岡市葵区東５２７－１ 特別養護老人ホーム麻機園 ３階

３．評議員数   １１名

４．出席評議員  岡田善雄  山田 誠   織田升美   海野孝子   平井哲男   

帯金 武  深井千恵子  田村みね子  船城秀樹   伊藤秋一郎  

飯田道隆   

５．出席理事   長谷川達也  秋山 通   伊藤 靖    良知克彦   長島鈴江   

佐藤勝洋   海野隆由   小塚 博    杉浦 徹    

６．欠席理事   鈴木政夫   

７．出席監事   望月敏弘

８．欠席理事   永野 守   

９．審議事項

第１号議案

１．令和２年度計算書類（貸借対照表及び収支計算書）及び財産目録の承認の件

２．令和２年度事業報告の件

３．監事監査報告の件

第２号議案 理事及び監事の選任の件

《第２回理事会》

１．開催日時   令和３年６月１７日(木)   午後３時１０分から午後３時２５分

２．開催場所   静岡市葵区東５２７－１   特別養護老人ホーム麻機園 ２階会議室

３．理事総数   １０名

４．出席理事   長谷川達也  秋山 通   伊藤 靖   良知克彦   長島鈴江   

佐藤勝洋   海野隆由   小塚 博   杉浦 徹   望月利孝

５．出席監事   望月敏弘

６．欠席監事   永野 守

７．議事

【決議事項】

第１号議案 理事長の互選に関する件

第２号議案 副理事長の互選に関する件

《第３回理事会》

１．開催年月日  令和３年１１月４日(木)   午後２時から午後３時３０分

２．開催場所   静岡市葵区東５２７－１  特別養護老人ホーム麻機園 ２階会議室

３．理事総数   １０名

４．出席理事   長谷川達也  秋山 通   伊藤 靖   良知克彦   長島鈴江   

佐藤勝洋   海野隆由   小塚 博   杉浦 徹   望月利孝

５．出席監事   永野 守   望月敏弘

６．議事

【決議事項】

第１号議案 給与・退職金規程の改正（案）について
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第２号議案 育児・介護休業等に関する規程の制定（案）について

第３号議案 就業規則の改正（案）について

第４号議案 準職員就業規定の改正（案）について

第５号議案 ケアハウス桜花の外壁改修工事及び自動火災報知設備の更新について

第６号議案 麻機園の受電設備等改修工事について

【報告事項】

第１号 理事長及び副理事長の業務執行状況について

(1) 麻機園介護分野ICT化等事業補助金事業の実施について

(2) 東桜会令和３年度半期の事業の状況について

(3) 事業所の年末年始の営業について

第２号 監事の定期監査報告

《第４回理事会》

１．開催年月日  令和４年３月９日 午後２時

２．場  所   静岡市葵区東５２７－１   特別養護老人ホーム麻機園 ２階会議室

３．理事総数   １０名

４．出席理事   長谷川達也  秋山 通   伊藤 靖   良知克彦   長島鈴江   

佐藤勝洋   海野隆由   小塚 博   杉浦 徹   望月利孝

５．出席監事   永野 守   望月敏弘

６．議事

【決議事項】

第１号議案 令和３年度補正予算（案）について

第２号議案 令和４年度事業計画（案）及び予算（案）について

第３号議案 令和３年度第１回臨時評議員会の日時及び場所並びに目的である事項について

第４号議案 給与・退職金規程の改正（案）について

第５号議案 庶務規程の改正（案）について

第６号議案 施設職員の人事について

【報告事項】

第１号 理事長及び副理事長の業務執行状況について

(1) 麻機園介護分野ICT化等事業補助金事業の実施について

(2) ケアハウス桜花の外壁改修工事について

第２号 静岡税務署の立入調査の結果について

第３号 静岡市指導監査の結果について

第４号 第３回理事会における質問事項及び修正事項について

(1) 育児・介護休業中の助成制度について

(2) 規程の名称について（準職員就業規程）第５号議案 施設職員の人事について

《第１回 臨時評議員会》

１．開催年月日  令和４年３月２４日(木)   午後２時から午後２時４０分

２．場  所   静岡市葵区東５２７－１   特別養護老人ホーム麻機園 ２階会議室

３．出席評議員  １２名全員
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岡田善雄   山田 誠    平井哲男   帯金 武    深井千恵子  

田村みね子  伊藤秋一郎  飯田道隆   船城秀樹   池田祐治   

繁田 修    望月公二

４．出席理事   長谷川達也  秋山 通

５．審議事項

第１号議案 令和３年度補正予算承認の件

第２号議案 令和４年度事業計画及び予算承認の件

〔５〕財務規律の確立に向けた取組

公認会計士の活用

会計士の氏名 回 数 活用状況

河俣会計事務所 河俣貴之 １１回 毎月１回、決算時期１回来所

〔６〕低所得者に対する社会福祉法人利用者負担軽減制度

実施状況

区 分 延人数 軽減総額

１ 特別養護老人ホーム麻機園 １２７人 １，７０２，９６８円

２ 麻機園（ショートステイ） ２０人 ２６５，８９０円

〔７〕地域社会への貢献

１．相談受付件数

区 分 男 女 計

件 数 ３ ８ １１

２．地域貢献訪問活動

開催日 訪問先・団体等名称 内容

１ １１月１１日 羽高団地S型デイサービス ケアマネージャーと訪問し介護保険説明、相談

２ １２月 ８日 北団地S型デイサービス 介護予防支援

３ １２月１４日 南奥サロン 地域サロン支援

４ 1月１１日 南奥サロン 麻機園ケアマネ紹介、地域サロン支援、楽器演奏紹介

５ １月１３日 羽高団地S型デイサービス 介護予防支援・ケアマネージャーと訪問し介護相談
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Ⅱ 特別養護老人ホーム麻機園

〔１〕行事等

１．日課の概要

時 間 入  所  者 職  員

６：００

６：３０

７：３０

８：３０

８：４５

９：１５

９：３０

１０：００

１２：００

１３：１５

１４：００

１５：００
１５：３０
１５：４５
１６：３０
１７：００

１７：３０
１８：００
１９：００

２０：００

２１：００

２２：００

２３：００

０：００

４：３０
５：００

起床

お知らせ放送

朝食

ラジオ体操

入浴

水分補給

午前の活動レクリエーショ
ン
（習字クラブ・園芸クラブ）

昼食

ティールームさくらんぼ（毎
火）

入浴
レクリエーション（３階）

おやつ
さくらんぼの会（移動売店）

機能訓練（１・２階）

夕食

服薬

消灯・就寝

顔拭き

日課放送

食事介助

朝礼

排泄介助

申し送り
入浴介助一般浴（火・金）～１１：３０

機械浴（月・木）～１１：３０
ﾁｪｱﾊﾞｽ（水・土）～１１：３０

食事介助

排泄介助・上半身清拭

入浴介助一般浴（火・金）～１５：３０
機械浴（月・木）～１５：３５
ﾁｪｱﾊﾞｽ（水・土）～１５：３５

おやつ介助・水分補給

排泄介助

申し送り

食事介助
口腔ケア
排泄介助

検温・与薬

戸締まり

巡視・水分補給

巡視・排泄介助・体位交換

巡視・体位交換

巡視・体位交換

排泄介助
検温

  出勤
   7:00

       出勤
        9:30

  休憩
11:30-12:30    10:00

            退勤

       休憩
      12:00-14:30
     の間で1時間

            出勤
  16:00      １7:00
  退勤

       18:30
       退勤

            仮眠
          22:00-0:00
          23:30-1:30
          0：30-2：30
          2:00-４:00
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２．月別行事

月 行 事 ・ 活 動 内 容

３年 ４月 ・開園記念日・花見

５月 ・変わり湯（菖蒲湯）

６月 ・なめらか食の食べる会（デザートプレート）

７月 ・七夕

８月 ・物故者の冥福を祈る会 ・流しそうめんを食べる会 ・変わり湯（ミント浴）

９月 ・敬老会 ・BBQを楽しむ会

１０月 ・運動会 ・レクリエーション大会 ・麻機園秋の食まつり

１１月 ・夜間防災訓練

１２月 ・忘年会 ・変わり湯（ゆず湯）

４年 １月 ・新春の集い ・書初め ・初詣

２月 ・節分 ・変わり湯（保湿、保温）

３月 ・なめらか食を食べる会（イチゴと甘酒のババロア）

３．定期的に行なう行事

（１）ティールーム さくらんぼ（火曜日）

月 回数 提 供 内 容 参加人数 (短期)

３年 ４月 ４回 コーヒー・紅茶等・ケーキ・どら焼き・ドーナツ ８１名 ( ２名)

５月 ４回 コーヒー・紅茶等・ロールケーキ・たい焼き・シュークリーム ８０名 ( ４名)

６月 ５回 コーヒー・紅茶等・今川焼き・抹茶カステラ・ワッフル・アイス １０４名 ( ０名)

７月 ４回 コーヒー・紅茶等・かき氷・今川焼き・シュークリーム・ ８９名 ( ０名)

８月 ５回 コーヒー・紅茶等・ケーキ・アイス・心太・かき氷・今川焼き １０８名 ( ０名)

９月 ４回 コーヒー・紅茶等・ケーキ・シュークリーム・ドーナツ・月見 ８２名 ( ０名)

１０月 ４回 コーヒー・紅茶等・ケーキ・富士の名月・おしるこ ８０名 ( ０名)

１１月 ４回 コーヒー・紅茶等・焼き芋・塩大福仕立て・今川焼 ８１名 ( ０名)

１２月 ３回 コーヒー・紅茶等・ドーナッツ・たい焼き・クリスマスケーキ ６６名 ( ０名)

４年 １月 ４回 コーヒー・紅茶等・紅白饅頭・あんまん・クリームサンド ８５名 ( ０名)

２月 ４回 コーヒー・紅茶等・ケーキ・ティラミス・ホットケーキ・どら焼き ８７名 ( ０名)

３月 ５回 コーヒー・紅茶等・ケーキ・おしるこ・シュークリーム・桜餅 １０１名 ( ０名)

延実施回数 ５０回 延参加人数 １，０４４名 ( ６名)

（２）その他

行 事 名 等 実施頻度・日程

さくらんぼの会（園内売店） 月曜日～土曜日

誕生者のお好み食 誕生月（該当者）
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入所者健康診断 令和３年５月１７日～５月２０日 ・令和３年１０月１８日～１０月２１日

職員健康診断 令和３年６月 ３日～７月 １日 ・令和３年１０月 １日～１０月１５日

４．クラブ活動

（１）習字クラブ（第１、第３木曜日）

月 実施回数 人数(短期) 月 実施回数 人数(短期)

３年 ４月 １回 １３名（１名） １０月 中止

５月 １回 １２名（１名） １１月 ２回 ２６名（１名）

６月 中止 １２月 ２回 ２４名（８名）

７月 １回 １４名（１名） ４年 １月 １回 １４名（２名）

８月 ２回 ２６名（５名） ２月 中止

９月 中止 ３月 中止

延参加人数 １２９名（１９名）

（２）園芸クラブ

月 内 容 参加延人数

３年  ４月 顔合わせ ６名

  ５月 きゅうりの苗植え ６名

６月 コケ玉作り・きゅうりの収穫 １２名

７月 かいわれ大根の種まき・かいわれ大根の収穫 １２名

８月 塗り絵 ６名

９月 じゃがいもの種芋植え ６名

１０月 生け花 ５名

１１月 じゃがいもの収穫 ５名

１２月 正月用生け花 ４名

４年  １月 季節の塗り絵 ４名

２月 中止

３月 反省会 ５名

延参加人数 ７１名

５．その他随時

名  称  等 内  容  等

レクリエーション（寮母） 園外散歩、体操、輪投げ、歌、紙芝居等
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〔２〕ボランティア

１．グループ（敬称略・順不同）

グ ル ー プ 名 内容 訪問回数 延人数

桜 筆 会 ペン習字 ３回 ３名

２．個人（敬称略）

名   前 訪問回数

石 山 久 男 １０回

３．実習・体験学習

日  程 実 習 等 委 託 先 ・ 名 称 人  数

  ８月 ５日～８月 ６日 静岡女子高等学校福祉科 「介護実習Ⅰ」 ２名（延 ４名）

１０月 ５日～１２月 ９日 常葉大学 看護学部 「老年看護学実習Ⅱ」 ９名（延６３名）

１０月１９日～１２月１５日 静岡女子高等学校 福祉科 「介護実習Ⅱ」 １名（延１５名）

１１月１０日～１１月１６日 静岡女子高等学校 福祉科 「介護実習Ⅰ」 ２名（延１０名）

計 １４名（延９２名）

〔３〕会議等

内  容 開 催 ・ 実 施 状 況 等

会 議 （ 月 例 ）
職員会議・部門連絡会・給食会議・在宅利用連絡会・介護職会議・パート職会議

行事会議・リーダー会議・衛生委員会

会 議 （ 随 時 ）
ヒヤリハット検討会・優先入所検討委員会・苦情解決会議・ショート会議

チューター会議

委 員 会 （ 隔 月 ） 褥瘡対策委員会・身体拘束廃止委員会・感染症対策委員会・事故防止委員会

苦情解決会議 令和３年７月２０日

優先入所検討委員会 令和３年５月１１日、令和３年７月２０日、令和３年１０月１３日

夜 間 消 防 訓 練 令和３年１１月２６日、令和４年３月２９日

土砂災害に対する防災訓練 令和３年 ７月 ２日

監 査 等 静岡市指導監査 令和３年１２月 ２日（書面監査）

〔４〕入所者の状況
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１．年齢及び入所期間別入所者数（３月末日現在の入居者）

区分

入 所 期 間 入所

者数
％

１年未満
１年～

２年未満
２年～

３年未満
３年～

４年未満
４年～

５年未満
５年～

10年未満
10年以上

～６４
男 ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０

０
女 ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０

６５～６９
男 ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０

１．３
女 ０ ０ ０ ０ ０ １ ０ １

７０～７４
男 ０ ０ ０ ０ １ ０ ０ １

２．５
女 ０ ０ ０ ０ ０ １ ０ １

７５～７９
男 ２ ０ ０ ０ １ ０ ０ ３

１４．０
女 ３ １ ２ ０ ０ ２ ０ ８

８０～８４
男 ０ ０ ０ ０ ０ １ １ ２

２０．２
女 ２ １ ２ ２ ３ ４ ０ １４

８５～８９
男 １ ０ １ ０ ０ ０ ０ ２

２２．８
女 ６ ５ ０ １ ２ ２ ０ １６

９０～
男 １ ０ ０ ０ ０ ０ ０ １

３９．２
女 ６ ５ ４ ５ １ ７ ２ ３０

男 ４ ０ １ ０ ３ ０ １ ９
１００

合 計 女 １７ １２ ８ ８ ６ １７ ２ ７０

％ ２６．６ １５．２ １１．４ １０．１ １１．４ ２１．５ ３．８ １００

男 ４年１ヶ月 ８１．４歳

女 平均入所期間 ３年５ヶ月 平均年齢 ８７．９歳

総 ３年６ヶ月 ８７．２歳

※「平均年齢」及び「平均入所期間」欄は少数点第２位以下を四捨五入しています。

２．要介護度別入所者状況

月  

区分
４ ５ ６ ７ ８ ９ １０ １１ １２ １ ２ ３ 計 ％

要 介 護 １ ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０

要 介 護 ２ ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０

要 介 護 ３ ２４ ２５ ２４ ２４ ２３ ２４ ２３ ２３ ２２ ２１ ２０ ２０ ２７３ ２８．６

要 介 護 ４ ３１ ３１ ３０ ３４ ３４ ３３ ３３ ３４ ３４ ３５ ３５ ３７ ４０１ ４２．１

要 介 護 ５ ２５ ２４ ２４ ２２ ２２ ２２ ２２ ２３ ２４ ２３ ２４ ２４ ２７９ ２９．３

計 ８０ ８０ ７８ ８０ ７９ ７９ ７８ ８０ ８０ ７９ ７９ ８１ ９５３ １００

平均要介護度 ４．０ ４．０ ４．０ ４．０ ４．０ ４．０ ４．０ ４．０ ４．０ ４．０ ４．０ ４．１ ４．０

３．日常生活動作（３月末日現在の入所者）
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４．入退所

（１）月別延人数及び入退所人数（入院者を除く）

月  

区分
４ ５ ６ ７ ８ ９ １０ １１ １２ １ ２ ３ 計

延 利 用 人 数 2,351 2,395 2,296 2,421 2,399 2,332 2,339 2,326 2,426 2,394 2,149 2,395 ２８，２２３

平均入所人数 ７８．４ ７７．３ ７６．５ ７８．１ ７７．４ ７７．７ ７５．４ ７７．５ ７８．３ ７７．２ ７６．８ ７７．３ ７７．３

利 用 率 ９８．０ ９６．６ ９５．６ ９７．６ ９６．７ ９７．２ ９４．３ ９７．０ ９７．８ ９７．０ ９６．０ ９７．６ ９６．８

２年度延利用人数 2,363 2,473 2,393 2,479 2,480 2,379 2,407 2,388 2,450 2,446 2,186 2,436 ２８，８８０

入  所
男 １ ０ ０ １ １ １ ０ ０ ０ ０ ０ １ ５

２３
女 ０ １ ０ ２ １ １ １ ３ １ ３ １ ４ １８

退  所
男 ０ ２ ０ １ ２ １ ０ １ ０ ０ ２ ０ ９

２４
女 １ ０ ２ ０ １ １ ２ ０ ４ ０ １ ３ １５

（２）入退所経路（年度中の入退所者）

介助

３２人

自力

４７人

ﾘｸﾗｲﾆﾝｸﾞ

車椅子

８人

車椅子

２４人

車椅子

自走

３２人

歩行器･杖

９人

自力歩行

６人

移動

介助

６５人

自力

１４人

排泄

（夜間）

フォーレ
１人

ポータブル

トイレ介助
３人

半介助

５７人

介助

２２人

特浴

２２人

リフト浴

４４人

一般浴

１３人

入浴

介助

５９人

自力

２０人 おむつ

２８人

トイレ

２０人

排泄

（昼間）

フォーレ
１人

トイレ介助
３０人

おむつ
６１人

トイレ
１１人

トイレ

介助
６人
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区  分
入   所 退   所

自宅 他施設 病院等 計 死亡 自宅 他施設 病院等 計

男 ２ ２ １ ５ ８ １ ０ ０ ９

女 １３ ３ ２ １８ １０ １ ０ ４ １５

計 １５ ５ ３ ２３ １８ ２ ０ ４ ２４

５．入退院（入院実人数）※前年度末より継続入院２名

月  

区 分
４ ５ ６ ７ ８ ９ １０ １１ １２ １ ２ ３ 計

入 院

男 １ １ １ ２ ２ １ １ １ ０ １ ２ ０ １３

女 ２ ３ ２ ２ １ ２ ５ ４ ３ ０ ３ ３ ３０

計 ３ ４ ３ ４ ３ ３ ６ ５ ３ １ ５ ３ ４３

入院中
退所 ０ ０ １ ０ １ １ １ ０ ０ ０ １ ２ ７

死亡 ０ １ ０ ０ １ ０ １ ０ １ ０ ２ １ ７

延入院日数 ３９ ７１ ３３ ６２ ５ ４８ ８８ ４９ ８ ４ ４５ ３０ ４８２

退 院

男 ０ ０ ０ １ １ ０ ０ １ ０ ０ ０ ０ ３

女 １ ２ ０ １ ０ ０ ２ ３ ２ ０ １ ０ １２

計 １ ２ ０ ２ １ ０ ２ ４ ２ ０ １ ０ １５

月末入院人数 ２ １ ２ ２ ０ ２ ２ １ ０ １ １ ０

〔５〕面会の状況

１．月別面会人数（窓越し面会）

月 ４ ５ ６ ７ ８ ９ １０ １１ １２ １ ２ ３ 計 ２年度

人 数 ６２ ７９ ７７ １０９ ８５ ８８ ５０ ８０ １５２ １５７ ９７ １０３ １，１４５ ６８５

〔６〕給食の状況
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１．食事の方法及び形態（３月末日現在の入居者）

※なめらか食とは、ミキサーにかけた食材をゼリー、ムース状に固めたものです。

２．行事食献立

月日 行  事 献   立

４月 １日 開園記念日 桜おこわ・すまし汁・天ぷら・赤魚粕漬焼き・炊き合わせ・菜の花お浸し

４月２０日～

４月２２日

お好み焼きを

食べる会
お好み焼き・フルーツ

５月 ５日 端午の節句 中華おこわ・すまし汁・ぶりの竜田揚げ・酢の物・フルーツ

５月 ９日 母の日 赤飯・すまし汁・飛竜頭・ほうれん草胡麻和え・フルーツ

５月２６日～

５月２８日

サンドイッチ

を食べる会
サンドイッチ・コーンスープ・フライドポテト・フルーツ

６月２０日 父の日 炊き込みご飯・味噌汁・さば竜田揚げ・青梗菜海苔和え・フルーツ

６月２８日～

６月３０日

餃子

を食べる会
キムチ炒飯・餃子・ワカメスープ・フルーツ

７月 ７日 七夕 七夕そうめん・天ぷら・フルーツポンチ

７月１４日～
７月１６日

焼き焼き
を食べる会

たこ焼き・焼きそば・焼き鳥

７月２８日 土用丑の日 うな丼・すまし汁・漬物・フルーツ

８月１１日～
８月１３日

流しそうめん

を食べる会
そうめん・薬味

介助

２３人

自力

５６人

食事

方法

食事

形態

超きざみ

１人

ミキサー粥
２人

ミキサー
２人

常食
３６人

粥
３１人

なめらか
７人

超きざみ
１８人

きざみ
８人常菜

４人

常菜
１７人

ｽﾌﾟｰﾝ・ﾌｫｰｸ
３２人

きざみ
１８人

なめらか粥
７人

濃厚流動食

３人経管
３人

全介助
１２人

胃ろう
３人

半介助
８人

箸
２４人

なめらか

１人
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８月１５日 終戦記念日 ご飯・すいとん汁・さばの塩焼き・ひじき煮・フルーツ

９月１１日 敬老会 赤飯・すまし汁・天ぷら・高野豆腐炊き合わせ・漬物・フルーツ

９月１５日～
９月１７日

バーベキュー
を楽しむ会 ご飯・鯵・ホッケ・お肉・かぼちゃ・玉葱・玉葱・フルーツ

９月２１日 十五夜 月見うどん・里芋そぼろ煮・あんみつ

９月２３日 秋分の日 松茸ごはん・すまし汁・手作り厚焼き玉子・酢の物・梨

１０月１８日 十三夜 栗おこわ・味噌汁・アジフライ・大豆とひじきの煮物・柿

10月20日～10

月22日

天ぷらを 食

べる会
ご飯・味噌汁・天ぷら・漬物・フルーツ

１０月２７日 運動会 おにぎり・味噌汁・鶏唐揚げ・厚焼玉子・ポテトサラダ・フルーツ

11月24日～11

月26日

ちゃんこ鍋を

食べる会
ご飯・ちゃんこ鍋・フルーツ

１２月２３日 忘年会 ご飯・すき焼き・フルーツ

１２月３１日 大晦日 年越しそば・ふろふき大根・みかん

１月１日～

１月２日
正月 お雑煮・おせち料理・お煮しめ・なます・フルーツ

１月２６日～１

月２８日

カップラーメ

ンを食べる会
ミニカップラーメン・おにぎり・焼売・フルーツ

２月 ３日 節分 恵方巻き・すまし汁・菜の花酢味噌和え・いちご

２月８日～  ２

月１０日

お好み焼きを

食べる会
お好み焼き・フルーツ

３月 ３日 ひな祭り ちらし寿司・すまし汁・茶碗蒸し・いちご

３月２１日 春分の日 山菜おこわ・すまし汁・鰆の柚子味噌焼・菜の花の和え物・フルーツ
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ｴﾈﾙｷﾞｰ 蛋白質 (動)蛋白 (植)蛋白 脂質 炭水化物 ｶﾙｼｳﾑ 鉄 亜鉛 RE当量 ﾋﾞﾀﾐﾝB1 ﾋﾞﾀﾐﾝB2 ﾋﾞﾀﾐﾝC 食繊総量 食塩相当

食品群名 (Kcal) (g) (g) (g) (g) (g) (mg) (mg) (mg) (μg) (mg) (mg) (mg) (g) (g)

穀　類 米 585 10.5 0.1 10.2 1.6 131.2 8 1.4 2.4 0 0.14 0.03 0 0.8 0.0

穀　類 大　麦 5 0.1 0.0 0.1 0.0 1.0 0 0.0 0.0 0 0.00 0.00 0 0.0 0.0

穀　類 パン類 21 0.6 0.0 0.4 0.6 2.3 2 0.0 0.0 0 0.01 0.00 0 0.1 0.1

穀　類 めん類 18 0.6 0.0 0.6 0.1 4.1 2 0.0 0.0 0 0.00 0.00 0 0.3 0.0

穀　類 その他の穀類 3 0.1 0.0 0.1 0.0 0.5 0 0.0 0.0 0 0.00 0.00 0 0.0 0.0

芋・澱粉類 いも類 28 0.6 0.0 0.6 0.0 7.8 6 0.2 0.1 0 0.03 0.01 9 2.6 0.0

芋・澱粉類 澱粉・澱粉製品 12 0.0 0.0 0.0 0.0 3.0 1 0.0 0.0 0 0.00 0.00 0 0.0 0.0

砂糖甘味類 砂糖・甘味類 36 0.0 0.0 0.0 0.0 9.2 1 0.0 0.0 0 0.00 0.00 0 0.0 0.0

豆　類 豆　類 51 4.1 0.0 4.1 3.4 2.0 45 0.8 0.4 0 0.03 0.04 0 1.0 0.0

種実類 種実類 7 0.2 0.0 0.2 0.6 0.3 10 0.1 0.1 0 0.01 0.00 0 0.1 0.0

野菜類 緑黄色野菜類 32 2.0 0.0 2.0 0.3 7.3 64 1.1 0.4 368 0.09 0.12 38 3.1 0.1

野菜類 その他の野菜類 41 2.0 0.0 2.0 0.3 10.0 49 0.6 0.4 12 0.07 0.05 27 3.1 0.4

野菜類 乾燥野菜類 0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0 0.0 0.0 0 0.00 0.00 0 0.0 0.0

果実類 果実類 59 0.6 0.0 0.6 0.1 14.8 10 0.2 0.1 9 0.03 0.02 27 1.0 0.0

きのこ類 きのこ類 6 0.6 0.0 0.6 0.1 1.3 1 0.1 0.1 0 0.02 0.04 1 0.9 0.0

藻　類 藻　類 4 0.4 0.0 0.3 0.0 0.7 12 0.3 0.0 13 0.01 0.02 1 0.6 0.2

魚介類 魚　類 67 8.6 8.0 0.0 3.7 0.6 27 0.4 0.3 10 0.05 0.09 0 0.0 0.2

魚介類 貝　類 1 0.2 0.2 0.0 0.0 0.0 1 0.0 0.0 0 0.00 0.00 0 0.0 0.0

魚介類 えび・かに類 5 1.1 1.1 0.0 0.0 0.0 4 0.1 0.1 0 0.00 0.00 0 0.0 0.0

魚介類 いか・たこ類 0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0 0.0 0.0 0 0.00 0.00 0 0.0 0.0

魚介類 その他魚介類 11 1.2 1.2 0.0 0.2 1.3 4 0.1 0.0 0 0.00 0.01 0 0.0 0.2

魚介類 水産練り製品 0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0 0.0 0.0 0 0.00 0.00 0 0.0 0.0

肉　類 畜肉類 84 8.0 8.0 0.0 5.9 0.1 2 0.3 1.1 2 0.29 0.09 1 0.0 0.1

肉　類 鳥肉類 53 4.7 4.7 0.0 4.0 0.0 2 0.2 0.4 11 0.02 0.05 0 0.0 0.0

肉　類 その他肉類 0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0 0.0 0.0 0 0.00 0.00 0 0.0 0.0

卵　類 卵　類 42 3.6 3.6 0.0 3.0 0.1 14 0.5 0.3 64 0.02 0.11 0 0.0 0.1

乳　類 牛乳・乳製品 83 3.0 2.9 0.0 2.2 13.7 107 0.1 0.3 18 0.02 0.11 0 0.1 0.1

乳　類 その他乳類 0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0 0.0 0.0 0 0.00 0.00 0 0.0 0.0

油脂類 油脂類 69 0.0 0.0 0.0 7.9 0.0 0 0.0 0.0 5 0.00 0.00 0 0.0 0.0

菓子類 菓子類 49 0.9 0.0 0.7 1.2 8.5 10 0.1 0.1 8 0.01 0.02 0 0.2 0.0

嗜好飲料類 嗜好飲料類 33 0.4 0.0 0.3 0.3 4.6 21 0.4 0.1 83 0.00 0.02 2 0.7 0.0

調味料類 調味料類 76 3.5 0.0 3.5 3.7 7.3 28 1.1 0.3 4 0.02 0.06 1 1.1 5.6

加工食品類 加工食品類 40 2.4 0.3 1.1 2.3 5.4 8 0.2 0.1 9 0.01 0.02 0 0.2 0.3

補助食品類 補助食品類 3 0.0 0.0 0.0 0.0 0.7 224 1.7 0.0 0 0.00 0.00 0 0.0 0.0

1526 60.0 30.3 27.4 41.6 237.5 662 10.0 7.2 616 0.87 0.92 108 16.0 7.8

104.58 92.96 93.72 85.04 102.56 113.20 107.63 162.24 87.03 91.80 92.39 87.99 107.92 92.00 117.33
(一日分)
目標量に対
する比較(%)

0.95 1.05 100 17.4 6.640.6 209.8 615 6.1 8.3 672

合計

目標量
1459 64.5 32.3 32.2

8.13

17.19

97.30

53.52

21.46

1.93

42.26

25.97

0.00

29.61

113.28

0.00

42.65

1.03

6.13

0.00

10.26

0.00

112.10

160.69

0.00

92.55

17.69

3.66

0.81

40.19

3.61

9.32

34.15

1.37

一人一日当たり

可食量平均(g)

171.61

1.29

7.13

16.45

３．栄養報告
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Ⅲ．ケアハウス桜花

〔１〕行事等

１．月別行事

２．定期的に行なう行事等

行 事 名 等 実施状況

月刊誌「桜花」の発行 毎月１回

かんたん体操 毎月２回

健康診断 ・ レントゲン撮影 年１回

インフルエンザワクチン接種 年１回

職員健康診断 年１回

〔２〕訪問等の受け入れ

１．見学者

目  的 組 数

入居希望者 ３６組

〔３〕会議等

内  容 開 催 ・ 実 施 状 況 等

会 議 （ 月 例 ） 職員会議・部門連絡会・在宅利用連絡会・桜花会議・給食会議

消 防 訓 練
総合避難訓練 （令和３年１１月２９日）   参加 ４３名

（令和４年３月３１日） 参加 ４４名

指 導 監 査 静岡市指導監査 令和３年１２月２日（書面監査）

月 行 事 ・ 活 動 内 容

３年 ４月

５月

６月 ・喫茶

７月 ・喫茶

８月 ・喫茶

９月 ・敬老会  

１０月 ・秋祭り

１１月 ・喫茶

１２月 ・喫茶

  ４年 １月 ・新春の集い  ・喫茶

２月 ・節分豆まき  ・喫茶

３月 ・喫茶
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〔４〕入居者の状況（３月末日現在の入居者）

１．入居者の出身地

市町村

区分
静岡市 県内東部 県内中部 県内西部 県外 計

男 １５ ０ ０ ０ ２ １７

女 １８ １ ４ ０ ５ ２８

計 ３３ １ ４ ０ ７ ４５

２．在籍期間別入居者数

期間

区分
１年未満

１年～

２年未満

２年～

３年未満

３年～

４年未満

４年～

５年未満

５年～

６年未満

６年～

７年未満
７年以上 計

平均在籍

期  間

男 ３ ３ １ ４ ３ ０ ０ ３ １７ ３年９ヶ月

女 ６ ２ １ ５ ２ ２ １ ９ ２８ ６年３ヶ月

計 ９ ５ ２ ９ ５ ２ １ １２ ４５ ５年４ヶ月

％ ２０.０ １１.１ ４.４ ２０.０ １１.１ ４.４ ２.２ ２６.８ １００

令和２年度％ １７.８ ６.７ ２２.２ １１．１ ４．４ ２.２ ８.９ ２６.７ １００

３．年齢別入居者数

年齢(才) 
区分

～６４
６５

～６９

７０

～７４

７５

～７９

８０

～８４

８５

～８９

９０

～９４

９５    

～ ９９
１００～ 計

最高

年齢

男 ０ １ ３ ６ ２ ４ １ ０ ０ １７ ９１

女 ０ ０ ２ ２ ４ １０ ８ ２ ０ ２８ ９７

計 ０ １ ５ ８ ６ １４ ９ ２ ０ ４５

％ ０ ２.２ １１.１ １７.９ １３.３ ３１.１ ２０.０ ４.４ ０ １００

令和２年度％ ０ ２．１ ８.９ ２４.５ １３.３ ３１.１ １７.８ ２．２ ０ １００

※平均年齢８３.９才（男性７９.３才 女性８６.８才）

４．介護保険要介護認定人数

要介護度 要支援１ 要支援２ 要介護１ 要介護２ 要介護３ 要介護４ 要介護５ 計
平 均
介護度

人 数 ７ ７ ８ ３ ３ ０ ０ ２８ １.６４

２年度人数 ５ ５ ８ ６ ３ ０ ０ ２７ １．７１
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５．介護保険利用状況（重複利用有）

区 分 訪問介護 通所介護 通所リハビリ 訪問看護
福祉用具

貸 与

福祉用具

購 入
計

男 ４ １ １ １ ５ ０ １２

女 ９ ９ １ １ １１ ０ ３１

計 １３ １０ ２ ２ １６ ０ ４３

６．入浴の状況

区 分
大浴場

（デイ入浴含む）
個人浴室

人 数 ３８ ７

％ ８４．４ １５.６

７．クラブ活動等の参加状況

月

区 分
４ ５ ６ ７ ８ ９ １０ １１ １２ １ ２ ３ 計

書道
回 数 ２ ２ ２ ２ １ ０ ２ ２ ２ ２ ２ ２ ２１

延人数 １０ ８ １０ １０ ５ ０ ９ １０ １０ ８ ８   ８ ９６

喫茶
回 数 ０ ０ １ １ １ ０ ０ １ １ ０ １ １ ７

延人数 ０ ０ ２０ １８ １８ ０ ０ １４ ２０ ０ １５ １６ １２１
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８．入退居

（１）月別入退居者数

月

区分
４ ５ ６ ７ ８ ９ １０ １１ １２ １ ２ ３ 計

初  日

在籍人数
計 ４４ ４６ ４６ ４６ ４７ ４７ ４６ ４６ ４４ ４４ ４５ ４５ ５４６

入 居 率 ％ ８８ ９２ ９２ ９２ ９４ ９４ ９２ ９２ ８８ ８８ ９０ ９０ ９１.０

入  居

男 ０ １ ０ ０ １ ０ ０ １ ０ ０ ０ ０ ２

５

女 ０ ２ ０ ０ １ ０ ０ ２ ０ ０ １ ０ ３

退  居

男 ０ ０ ０ １ ０ １ ２ ０ ０ ０ ０ ０ ２

３

女 １ ０ ０ ０ ０ ０ １ ２ ０ ０ ０ ０ １

末  日

在籍人数

男 １８ １９ １９ １８ １９ １８ １６ １７ １７ １７ １７ １７

女 ２５ ２７ ２７ ２７ ２８ ２８ ２７ ２７ ２７ ２７ ２８ ２８

計 ４３ ４６ ４６ ４５ ４７ ４６ ４３ ４４ ４４ ４４ ４５ ４５

（２）入退居経路（年度中の入退居者）

区  分

入   居 退   居

自宅 他施設 病院等 計 死亡 自宅 他施設 病院等 計

男   ３ ０ ０ ３ ２ ０ ２ ０ ４

女 ５ １ ０ ６ １ ０ ３ ０ ４

計 ８ １ ０ ９ ３ ０ ５ ０ ８

９．入居前の生活（３月末日現在の入居者）

区  分

家   庭 施 設 ・ 病 院 等

合

計

家
族

同
居

老

人

夫

婦

一
人
暮 計

養
護
老
人

軽
費
老
人

老
人
保
健
施
設

一

般

病

院

老

人

病

院

他
施
設

計

男 ６ ３ ８ １７ ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０ １７

女 ７ ２ １５ ２４ ０ ０ １ ２ ０ １ ４ ２８

計 １３ ５ ２３ ４１ ０ ０ １ ２ ０ １ ４ ４５
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１０．事務費負担区分の状況（３月末日現在の入居者）

対象収入による階層区分（年収） 事務費負担額 人 数 ％

１ ～１，５００，０００ １０，０００ ２１ ４６.６

２ １，５００，００１～１，６００，０００ １３，０００ ６ １３.３

３ １，６００，００１～１，７００，０００ １６，０００ １ ２.２

４ １，７００，００１～１，８００，０００ １９，０００ ３ ６.７

５ １，８００，００１～１，９００，０００ ２２，０００ ３ ６.７

６ １，９００，００１～２，０００，０００ ２５，０００ ３ ６.７

７ ２，０００，００１～２，１００，０００ ３０，０００ １ ２.２

８ ２，１００，００１～２，２００，０００ ３５，０００ ３ ６.７

９ ２，２００，００１～２，３００，０００ ４０，０００ ３ ６.７

１０ ２，３００，００１～２，４００，０００ ４５，０００ ０ ０

１１ ２，４００，００１～２，５００，０００ ５０，０００ ０ ０

１２ ２，５００，００１～２，６００，０００ ５７，０００ ０ ０

１３ ２，６００，００１～２，７００，０００ ６４，０００ １ ２.２

１４ ２，７００，００１～２，８００，０００ ７０，３００ ０ ０

１５ ２，８００，００１～ ７０，３００ ０ ０

計 ４５ １００

〔５〕ゲストルーム利用状況

月

区 分
４ ５ ６ ７ ８ ９ １０ １１ １２ １ ２ ３ 計

実 人 数 ４ ０ １ ３ ０ １ ２ ０ ０ ２ ０ ０ １３

延 利 用 日 数 １５ ０ ３ ３７ ０ ３ ５ ０ ０ １２ ０ ０ ７５

目

的

体 験 入 居 ４ ０ １ ３ ０ １ ２ ０ ０ ２ ０ ０ １３

利用者家族 ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０

そ の 他 ０ ０ ０   ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０
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〔６〕給食の状況

１．行事食献立

行  事 献   立

4月 1日

昼食
開園記念日

お祝膳(赤飯・春の天ぷら・煮〆・うどの酢味噌和え・香の物・果物)

吸い物・祝いまんじゅう

5月 5日

昼食
端午の節句 大葉寿司・味噌汁・カツオ竜田揚げ・柏餅

5月 9日

昼食
母の日 ベーコンときのこのパスタ・パンプキンスープ・ たまごサラダ・ティラミス

6 月20日

昼食
父の日

御飯・味噌汁・さばのうま塩唐揚げ又は鶏肉唐揚げみぞれソース・もずくの酢の物

水まんじゅう

7月 7日

昼食
七夕 七夕そうめん・夏の天ぷら・メロン

7 月28日

昼食
土用の丑 うな丼・吸い物・茶碗蒸し・ケーキ・コーヒー

9月１１日

昼食
敬老会

お祝膳（五目寿司・赤飯・いなり寿司・秋の天ぷら・煮〆・鮭塩焼き・金時豆煮

玉子焼き・ほうれん草ごま和え・果物)吸い物・祝い菓子

9月2１日

昼食
十五夜 月見うどん又は月見そば・揚げ出し豆腐・バナナ

9 月23日

昼食
秋分の日 五目寿司・味噌汁・鶏肉と長芋の照り煮・おはぎ

10月31日

昼食
ハロウィン オムライス ・コーンスープ・かぼちゃのコロッケ・スパゲティサラダ・りんご

12月22日

昼食
冬至 御飯・味噌汁・豚キムチ・南瓜含め煮・バナナ

12月24日

昼食
ｸﾘｽﾏｽ・イヴ ロールサンド・コーンスープ・ローストチキン・隠元と蟹のマヨサラダ・いちご・コーヒー

12月31日

夕食
大晦日 年越しそば・ごまおにぎり・味噌田楽・漬物・いちご

1月 1日

朝食
元旦

お雑煮・おせち盛り合わせ(紅白かまぼこ・錦玉子・数の子・昆布巻き・紅白ようかん

黒豆)・飲み物

1月 2日

昼食
三が日

お雑煮・おせち盛り合わせ(伊達巻き・紅白かまぼこ・なます・きんとん ・田作り)

ヨーグルト和え

1月 7日

朝食
人日 七草粥・がんも煮・ピーマンのちりめんじゃこ炒め ・ホットミルク

1 月15日

朝食
小正月 小豆粥 ・甘辛豆腐の卵とじ ・さつまあげ・漬物・野菜ジュース

2月 2日

昼食
節分 押しずし ・豚汁・鰯の落とし揚げ・いちご

3月 3日

昼食
桃の節句 ちらし寿司・吸い物 ・ぬた和え ・菜の花浸し ・桜餅

3月21日

昼食
春分の日 そぼろ丼・味噌汁・ぬた和え ・香の物・ぼたもち

※ その他、誕生日食・その場で選べる選択食・入居者からのリクエスト食を提供。
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ｴﾈﾙｷﾞｰ 蛋白質 (動)蛋白 (植)蛋白 脂質 ｶﾙｼｳﾑ 鉄 RE当量 ﾋﾞﾀﾐﾝB1 ﾋﾞﾀﾐﾝB2 ﾋﾞﾀﾐﾝC 食繊総量 食塩相当

食品群名 (Kcal) (g) (g) (g) (g) (mg) (mg) (μg) (mg) (mg) (mg) (g) (g)

穀　類 米 195.48 582 10.4 0.0 10.2 1.6 10 1.6 0 0.47 0.05 0 0.9 0.0

大　麦 11 0.3 0.0 0.3 0.0 1 0.0 0 0.00 0.00 0 0.1 0.0

パン類 32 1.0 0.0 0.5 0.8 3 0.1 0 0.01 0.01 0 0.2 0.1

めん類 22 0.8 0.0 0.8 0.1 2 0.1 0 0.01 0.00 0 0.3 0.1

その他の穀類 2 0.1 0.0 0.1 0.0 0 0.0 0 0.00 0.00 0 0.0 0.0

芋・澱粉類 いも類 42.18 25 0.6 0.0 0.6 0.1 9 0.2 0 0.03 0.01 6 2.5 0.0

澱粉・澱粉製品 12 0.0 0.0 0.0 0.0 1 0.0 0 0.00 0.00 0 0.0 0.0

砂糖甘味類 砂糖・甘味類 13.57 53 0.0 0.0 0.0 0.0 0 0.0 0 0.00 0.00 0 0.0 0.0

豆　類 豆　類 33.03 47 3.4 0.0 3.4 2.6 42 0.7 0 0.03 0.03 0 1.0 0.1

種実類 種実類 2.51 14 0.5 0.0 0.5 1.2 24 0.2 0 0.01 0.01 0 0.3 0.0

野菜類 緑黄色野菜類 332.19 43 2.2 0.0 2.2 0.3 65 1.1 373 0.10 0.13 46 3.6 0.1

その他の野菜類 46 2.2 0.0 2.2 0.2 51 0.6 13 0.08 0.06 29 3.7 0.1

乾燥野菜類 0 0.0 0.0 0.0 0.0 0 0.0 0 0.00 0.00 0 0.0 0.0

果実類 果実類 86.13 55 0.6 0.0 0.6 0.1 9 0.2 8 0.03 0.02 21 0.9 0.0

きのこ類 きのこ類 22.03 7 0.6 0.0 0.6 0.1 1 0.2 0 0.03 0.05 0 0.9 0.0

藻　類 藻　類 4.63 5 0.5 0.0 0.5 0.0 17 0.5 19 0.01 0.03 1 0.9 0.2

魚介類 魚　類 66.03 64 8.7 8.3 0.0 3.4 10 0.4 12 0.05 0.07 0 0.0 0.2

貝　類 0 0.0 0.0 0.0 0.0 0 0.0 0 0.00 0.00 0 0.0 0.0

えび・かに類 8 1.9 1.7 0.0 0.0 11 0.1 0 0.00 0.01 0 0.0 0.1

いか・たこ類 0 0.1 0.1 0.0 0.0 0 0.0 0 0.00 0.00 0 0.0 0.0

その他魚介類 15 1.5 1.5 0.0 0.3 5 0.1 0 0.01 0.02 0 0.0 0.3

水産練り製品 2 0.1 0.1 0.0 0.1 0 0.0 0 0.00 0.00 0 0.0 0.0

肉　類 畜肉類 62.34 92 8.2 8.1 0.0 6.7 2 0.3 3 0.31 0.07 2 0.0 0.2

鳥肉類 33 3.3 3.2 0.0 2.4 1 0.1 7 0.02 0.03 0 0.0 0.0

その他肉類 0 0.0 0.0 0.0 0.0 0 0.0 0 0.00 0.00 0 0.0 0.0

卵　類 卵　類 26.31 38 3.1 3.0 0.0 2.7 11 0.4 51 0.01 0.09 0 0.0 0.1

乳　類 牛乳・乳製品 63.53 48 2.1 2.0 0.0 2.1 66 0.0 21 0.02 0.08 1 0.0 0.1

その他乳類 0 0.0 0.0 0.0 0.0 0 0.0 0 0.00 0.00 0 0.0 0.0

油脂類 油脂類 12.13 104 0.0 0.0 0.0 11.7 0 0.0 7 0.00 0.00 0 0.0 0.0

菓子類 菓子類 16.71 19 0.2 0.0 0.1 0.2 2 0.0 1 0.00 0.00 0 1.5 0.0

嗜好飲料類 嗜好飲料類 67.95 49 0.3 0.0 0.1 0.1 35 0.5 216 0.04 0.06 1 1.3 0.0

調味料類 調味料類 69.83 111 4.3 0.0 4.3 5.6 34 1.3 3 0.02 0.07 2 1.0 7.6

加工食品類 加工食品類 34.03 60 2.7 0.7 0.8 3.3 12 0.4 29 0.03 0.04 1 0.4 0.3

補助食品類 補助食品類 2.10 3 0.0 0.0 0.0 0.0 249 1.7 0 0.00 0.00 0 0.0 0.0

1600 59.6 28.5 27.7 45.8 676 10.9 764 1.33 0.92 110 19.5 9.8

96.30 109.93 105.15 102.06 99.31 100.71 120.28 106.98 129.10 77.56 109.84 108.88 132.38

(一日分)
目標量に対
する比較(%)

17.9 7.4671 9.0 714 1.03 1.19 100
目標量

1661 54.2 27.1 27.1 46.2

合計

16.71

67.95

69.83

34.03

2.10

18.87

0.00

26.31

63.53

0.00

12.13

0.00

10.13

0.65

13.11

0.97

43.47

199.68

0.02

86.13

22.03

4.63

41.18

38.71

3.47

13.57

33.03

2.51

132.49

可食量平均(g)

171.22

3.07

10.94

9.42

0.84

一人一日当たり

２．栄養報告
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Ⅳ 在宅サービス

【１】麻機園（ショートステイ）

１．利用状況

月

区分
４ ５ ６ ７ ８ ９ １０ １１ １２ １ ２ ３ 計

日 数 ３０ ３１ ３０ ３１ ３１ ３０ ３１ ３０ ３１ ３１ ２８ ３１ ３６５

利用者
男 １ ２ ４ ４ ３ １ １ ２ ３ ３ ２ ２ ２９

女 １５ １８ １５ １４ １８ １６ １９ １８ １６ １７ １５ １５ １９７

計 １６ ２０ １９ １８ ２１ １７ ２０ ２０ １９ ２０ １７ １７ ２２６

延 利 用 人 数 ２７７ ３０２ ２６６ ２９０ ３３３ ２９３ ３３６ ２９０ ３８１ ４３３ ３４３ ３１３ ３８７１

１日平均利用人数 ９．２ ９．７ ８．９ ９．４ １０．７ ９．８ １０．８ ９．７ １２．３ １４．０ １２．３ １０．１ １０．６

１人平均利用日数 １７．３ １５．１ １４．０ １６．１ １５．９ １７．２ １６．８ １４．５ ２０．１ ２１．７ ２０．２ １８．４ １７．２

利 用 率 ４６．２ ４８．７ ４４．３ ４６．８ ５３．７ ４８．８ ５４．２ ４８．３ ６１．５ ６９．８ ６１．３ ５０．５ ５３．０

２年度利用率 ５６．０ ５９．２ ５７．０ ６４．２ ７０．７ ７３．７ ５８．９ ６１．８ ７３．２ ６７．４ ６９．１ ４９．２ ６３．３

２．利用状況の比較

区分

年 度

利 用 人 数 延利用

人 数

１日平均

利用人数

１人平均

利用日数男 女 計

３年度 ２９ １９７ ２２６ ３，８７１人 １０．６人 １７．２日

２年度 ３８ ２１７ ２５５ ４，６２３人 １２．７人 １８．１日

※ 年間利用者の男女比率：男性 １２．８％、女性８７．３％

３．介護度別実利用人数

月

区分
４ ５ ６ ７ ８ ９ １０ １１ １２ １ ２ ３ 計 ％

要 支 援 １ ０ ０ ０ ０ ０ ０ １ ０ ０ ０ ０ ０ １ ０．５

要 支 援 ２ ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０

要 介 護 １ ２ ２ １ １ ３ １ ２ ２ ２ ２ １ １ １９ ８．６

要 介 護 ２ １ １ １ １ ３ ４ １ １ １ ０ ０ ０ １５ ６．８

要 介 護 ３ ８ １０ ９ ９ ７ ６ ６ ６ ７ ７ ７ ６ ８９ ４０．３

要 介 護 ４ ３ ３ ４ ４ ４ ５ ８ ９ ７ ７ ６ ８ ６８ ３０．８

要 介 護 ５ １ ２ ３ ３ ４ ３ ２ ２ ２ ３ ３ ２ ２９ １３．１

計 １５ １８ １８ １８ ２１ １９ ２０ ２０ １９ １９ １７ １７ ２２１ １００

平均要介護度 ３．００ ３．１１ ３．３９ ３．３９ ３．１４ ３．０６ ３．２５ ３．４０ ３．３２ ３．４７ ３．５９ ３．５９ ３．３２

２年度要介護度 ３．３２ ３．２４ ３．３５ ３．２４ ３．１０ ３．３０ ３．２２ ３．０８ ２．９６ ２．８７ ３．１０ ２．８９ ３．１３
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【２】麻機園デイサービスセンター

〔１〕行事・活動

１．日課

時 間 １ 日 の 流 れ 備 考

９：３０

１０：１５

１１：３０

１２：４５

１４：３０

１５：３０

１６：００

１６：２５

１６：３５

１６：４０

利用者来園 ・手洗い、うがい

お茶のサービス ・健康チェック ・職員挨拶

リハビリ体操 ・健口体操

昼食

休養 ・ＴＶ ・談話

入浴開始

選択活動

グループ活動

おやつ ・談話等

唄の会

トイレ ・連絡事項

利用者退園準備

利用者退園

連絡帳受付

昼食人数チェック

連絡帳返却

送迎車出発

２．月別実施内容

月 行 事 活 動 内 容

３年 ４月 パンケーキ作り △誕生会・カレンダー作り・リハビリ体操・選択レクリエーション・グループ活動

５月 抹茶蒸しパン作り △誕生会・カレンダー作り・リハビリ体操・選択レクリエーション・グループ活動

６月 わらび餅作り △誕生会・カレンダー作り・リハビリ体操・選択レクリエーション・グループ活動

７月 水まんじゅう作り △誕生会・カレンダー作り・リハビリ体操・選択レクリエーション・グループ活動

８月 かき氷作り △誕生会・カレンダー作り・リハビリ体操・選択レクリエーション・グループ活動

９月 どら焼き作り △誕生会・カレンダー作り・リハビリ体操・選択レクリエーション・グループ活動

１０月 運動会 △誕生会・カレンダー作り・リハビリ体操・選択レクリエーション・グループ活動

１１月 「安倍ごころ」遠足 △誕生会・カレンダー作り・リハビリ体操・選択レクリエーション・グループ活動

１２月 クリスマスバイキング △誕生会・カレンダー作り・リハビリ体操・選択レクリエーション・グループ活動

４年 １月 フレンチトースト作り △誕生会・カレンダー作り・リハビリ体操・選択レクリエーション・グループ活動

２月 白玉団子作り △誕生会・カレンダー作り・リハビリ体操・選択レクリエーション・グループ活動

３月 ぼた餅作り △誕生会・カレンダー作り・リハビリ体操・選択レクリエーション・グループ活動
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３．定例・随時

  ・棒体操、リズム体操、ラジオ体操、歌、誕生会

〔２〕利用者の状況（介護予防も含む）

１．月別登録人数・利用人数

月

区分
４ ５ ６ ７ ８ ９ １０ １１ １２ １ ２ ３ 計

新規登録人数 ０ ０ ２ ０ ４ １ ０ １ ０ ０ ０ ２ １０

登録廃止人数 １ １ ０ １ ０ ２ １ １ １ １ ０ ０ ９

登録人数

男 ２ ２ ２ ２ ４ ３ ３ ３ ３ ３ ３ ３

女 １６ １５ １４ １４ １５ １３ １４ １５ １５ １３ １３ １５

計 １８ １７ １６ １６ １９ １６ １７ １８ １８ １６ １６ １８

２年度登録人数 １８ １９ １９ １９ １８ １９ ２０ ２０ １９ １９ １９ １８

利 用 実 人 数 １８ １７ １６ １６ １９ １６ １７ １８ １８ １６ １６ １８

実 施 日 数 ２２ ２１ ２２ ２２ ２０ ２２ ２１ ２２ ２０ ２０ ２０ ２３ ２５５

延 利 用 人 数 ２０９ １８１ １７８ ２００ １５１ １７８ １７６ １７０ １５３ １３６ １５８ １７８ ２，０６８

１日平均利用人数 ９．５ ８．６ ８．１ ９．１ ７．６ ８．１ ８．４ ７．７ ７．７ ６．８ ７．９ ７．７ ８．１

送  迎 ４１８ ３６２ ３５６ ４００ ３０２ ３５６ ３５２ ３４０ ３０６ ２７２ ３１６ ３５６ ４，１３６

入  浴 １８６ １６３ １５７ １７５ １２９ １４８ １５４ １５０ １４０ １２６ １４３ １６０ １，８３１

食  事 ２０９ １８１ １７８ ２００ １５１ １７８ １７６ １７０ １５３ １３６ １５８ １７８ ２，０６８

※送迎は往復で１、片道で０．５

２．利用状況の比較（定員１８人）

区 分 実施日数
年間延べ

利用人数

１日平均

利用人数
利用率

３年度 ２５５日 ２，０６８人 ８．１人 ４５．１％

２年度 ２５６日 ２，３４２人 ９．１人 ５０．８％

３．利用者の家族構成（３月末日現在の利用者）

家 族 構 成 ３年度 ２年度 元年度

独 居 老 人 世 帯 １ ２ ２

老 人 夫 婦 の 世 帯 ３ １ ２

そ の 他 の 世 帯 １４ １５ １５

計 １８ １８ １５
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４．利用者の年齢（３月末日現在の利用者）

年齢(才) 

区分
～６４

６５

～６９

７０

～７４

７５

～７９

８０

～８４

８５

～８９

９０

～９４

９５

～９９
１００～ 計

最高

年齢

男 ０ ０ ０ ０ ０ ２ １ ０ ０ ３ ９２

女 ０ ０ １ ０ ２ ４ ５ ３ ０ １５ ９８

計 ０ ０ １ ０ ２ ６ ７ ３ ０ １８ ９８

％ ０ ０ ５．３ ０ １０．５ ３１．６ ３６．８ １５．８ ０ １００

※平均年齢 ８８.８才（男性 ８８．７才 女性 ８８．９才）

５．要介護度別利用人数

月

区 分
４ ５ ６ ７ ８ ９ １０ １１ １２ １ ２ ３ 計 ％

事業

対象者

実人数 ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０

延人数 ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０

要支援１
実人数 １ １ １ １ ２ １ １ １ １ １ １ １ １３ ６．５

延人数 ４ ４ ４ ５ ７ ３ ４ ５ ４ ４ ４ ４ ５２ ２．４

要支援２
実人数 ４ ４ ４ ４ ３ ４ ３ ４ ６ ４ ４ ６ ４３ ２１．５

延人数 ２９ ２９ ３０ ３０ ２１ ３４ ３１ ３３ ２２ １９ ２３ ２６ ３２７ １５．８

要介護１
実人数 ４ ３ ４ ３ ４ ３ ３ ４ ６ ４ ４ ６ ４８ ２４．０

延人数 ４４ ４１ ４４ ４６ ３５ ３７ ４１ ４４ ５２ ３９ ５６ ６３ ５４２ ２６．２

要介護２
実人数 ５ ５ ４ ４ ６ ６ ５ ４ ５ ４ ４ ４ ５６ ２８．０

延人数 ７２ ６７ ６３ ６８ ６３ ８６ ７６ ５８ ５８ ５５ ５４ ６０ ７８０ ３７．７

要介護３
実人数 ４ ４ ３ ３ ３ １ ２ ２ ２ ２ ２ ２ ３０ １５．０

延人数 ６０ ４０ ３７ ３９ １４ ６ １６ １６ １６ １６ １９ ２３ ３０２ １４．６

要介護４
実人数 ０ ０ ０ １ １ １ １ ２ １ １ １ １ １０ ５．０

延人数 ０ ０ ０ １２ １１ １２ ８ １４ １ ３ ２ ２ ６５ ３．１

要介護５
実人数 ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０

延人数 ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０

計
実人数 １８ １７ １６ １６ １９ １６ １６ １７ １８ １５ １５ １７ ２００ １００

延人数 ２０９ １８１ １７８ ２００ １５１ １７８ １７６ １７０ １５３ １３６ １５８ １７８ ２，０６８ １００

平均要介護度 １．８ １．７ １．７ １．８ １．７ １．６ １．６ １．６ １．５ １．６ １．５ １．５ １．６
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６．日常生活動作能力（３月末日現在の利用者）

自力

１３人

車椅子

３人

歩行器・杖

７人

自力歩行

６人

移動

介助

５人 歩行器

２人

自力

１８人

食事

方法

フォーク

スプーン

２人

介助

３人

自力

１５人

自力

１５人

トイレ介助

３人

排泄

常食

１８人

食事

形態

粥
１人

きざみ
２人

入浴しない

３人

入浴

１５人

一般浴

１５人

入浴

きざみ

１人

常菜
１５

箸

１６人
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【３】麻機園ヘルパーステーション

〔１〕利用者の状況（介護予防も含む）

１．月別利用世帯・人数

月

区分
４ ５ ６ ７ ８ ９ １０ １１ １２ １ ２ ３ 計

世

帯

登 録 ２９ ２８ ２８ ２８ ２９ ２８ ２８ ２７ ２８ ２８ ２６ ２７ ３３４

派 遣 ２９ ２８ ２８ ２８ ２８ ２７ ２７ ２６ ２８ ２７ ２６ ２６ ３２８

２年度派遣 ２９ ２９ ２７ ２７ ２８ ２８ ３０ ３１ ２８ ２７ ２７ ２８ ３３９

人

数

登

録

男 ８ ８ ８ ７ ７ ７ ７ ７ ８ ８ ７ ８ ９０

女 ２２ ２１ ２１ ２２ ２３ ２２ ２２ ２１ ２１ ２１ ２０ ２０ ２５６

派 遣 ３０ ２９ ２９ ２９ ２９ ２８ ２８ ２７ ２９ ２８ ２７ ２７ ３４０

２年度派遣 ３１ ３１ ２９ ２９ ２９ ２９ ３１ ３２ ２９ ２８ ２８ ２９ ３５５

２．利用者の年齢（３月末日現在の利用者）

年齢(才) 

区分
～６４

６５

～６９

７０

～７４

７５

～７９

８０

～８４

８５

～８９

９０

～９４

９５

～９９
１００～ 計

最高

年齢

男 ０ １ １ １ ２ １ ２ ０ ０ ８ ９２

女 ０ ０ ２ ２ ４ ３ ７ １ ０ １９ ９７

計 ０ １ ３ ３ ６ ４ ９ １ ０ ２７ ９７

％ ０ ３．７ １１．１ １１．１ ２２．２ １４．９ ３３．３ ３．７ ０ １００

※平均年齢 ８４．１才（男性 ８１．９才 女性 ８５．１才）

３．利用者の要介護度

月

区分
４ ５ ６ ７ ８ ９ １０ １１ １２ １ ２ ３ 計 ％

要 支 援 １ ４ ４ ４ ４ ４ ４ ４ ４ ４ ３ ３ ３ ４５ １４．１

要 支 援 ２ ７ ６ ６ ６ ５ ６ ５ ５ ５ ４ ６ ６ ６７ ２０．５

要 介 護 １ ８ ９ ９ ９ １０ １０ １１ １０ １０ １２ １１ １０ １１９ ３６．３

要 介 護 ２ ５ ４ ４ ４ ５ ４ ３ ３ ４ ４ ３ ４ ４７ １４．３

要 介 護 ３ ４ ４ ４ ４ ４ ３ ４ ４ ５ ４ ３ ３ ４６ １４．０

要 介 護 ４ １ １ １ １ ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０ ４ １．２

要 介 護 ５ ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０

計 ２９ ２８ ２８ ２８ ２８ ２７ ２７ ２６ ２８ ２７ ２６ ２６ ３２８ １００

平均要介護度 １．９ １．８ １．８ １．８ １．７ １．６ １．６ １．６ １．７ １．６ １．５ １．６ １．７
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４．対象世帯数

月

区分
４ ５ ６ ７ ８ ９ １０ １１ １２ １ ２ ３ 計 ２年度

独居老人世帯 ２２ ２１ ２１ ２１ ２２ ２２ ２２ ２１ ２２ ２１ ２２ ２２ ２５９ ２４７

老人夫婦世帯 ４ ４ ４ ４ ３ ３ ３ ３ ３ ３ ３ ３ ４０ ５３

老人同居世帯 ４ ４ ４ ４ ４ ３ ３ ３ ４ ４ ２ ２ ４１ ３９

65才未満世帯 ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０

合  計 ３０ ２９ ２９ ２９ ２９ ２８ ２８ ２７ ３９ ２８ ３７ ３７ ３４０ ３３９

５．派遣状況

月

区分
４ ５ ６ ７ ８ ９ １０ １１ １２ １ ２ ３ 計 ２年度

当初計画日数 ８９ ９０ ９１ ９３ ９２ ８８ ９２ ８９ ９１ ９０ ８５ ９８ １，０８８ １，０４２

実 稼 働 日 数 ８７ ８８ ９０ ９４ ８９ ８７ ９２ ８９ ９２ ８８ ８５ ９８ １，０７９ １，０１８

派遣

人数

実人数 ５ ５ ５ ５ ５ ５ ５ ５ ５ ５ ５ ５ ６０ ６０

延人数 ２６７ ２７９ ３０２ ２９６ ２７９ ２９４ ２８９ ２８０ ２７８ ２７２ ２６４ ２９６ ３，３９６ ３，３７５

※ 派遣ヘルパーの延べ人員及び実稼働日数：前年度比 １０２％、対象世帯数 １０５％

６．活動時間

月

区分
４ ５ ６ ７ ８ ９ １０ １１ １２ １ ２ ３ 計 ２年度

身体介護 １３１ １４０ １４９ １３８ １３６ １４４ １４７ １３９ １３７ １４９ １４３ １５８ １，７１１ １，４８９

生活援助 ６０ ７４ ７９ ７８ ７４ ７１ ７１ ７１ ７０ ５０ ５７ ６８ ８２３ ８２２

計 １９１ ２１４ ２２８ ２１６ ２１０ ２１５ ２１８ ２１０ ２０７ １９９ ２００ ２２６ ２，５３４ ２，３１１

〔２〕介護予防・日常生活支援総合訪問型生活援助サービス事業の状況

  ※令和３年度のご利用はありませんでした
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【４】麻機園ケアプランサービス

〔１〕 利用者の状況

１．実施状況

月

区分
４ ５ ６ ７ ８ ９ １０ １１ １２ １ ２ ３ 計

要
介
護
認
定

訪問調査 １１ １０ １０ １１ １０ １０ １０ ９ １０ １１ １０ １０ １２２

申請代行 ８ ８ １２ ４ ４ ６ ７ ５ ９ ５ １０ ９ ８７

ケアプラン
作成数

６６ ７０ ７０ ７４ ７３ ７５ ７５ ７３ ７３ ７３ ７０ ７４ ８６６

２年度
ケアプラン作成数

６４ ６８ ７０ ７１ ７１ ７２ ７３ ７２ ７４ ７５ ７２ ７０ ８５２

２．ケアプラン作成の状況

月

区分
４ ５ ６ ７ ８ ９ １０ １１ １２ １ ２ ３ 計 ％

要 介 護 １ ２７ ２６ ２７ ２８ ３０ ２８ ３１ ３０ ３１ ３１ ２９ ３１ ３４９ ４０．３

要 介 護 ２ １８ ２０ ２１ ２１ ２０ １９ １５ １４ １６ １７ １４ １５ ２１０ ２４．２

要 介 護 ３ １３ １３ １３ １５ １３ １４ １６ １６ １５ １５ １５ １６ １７４ ２０．０

要 介 護 ４ ７ ８ ７ ８ ８ １１ １１ ９ ８ ８ ７ ８ １００ １１．５

要 介 護 ５ １ ３ ２ ２ ２ ３ ２ ４ ３ ２ ５ ４ ３３ ３．８

計 ６６ ７０ ７０ ７４ ７３ ７５ ７５ ７３ ７３ ７３ ７０ ７４ ８６６ １００

平均要介護度 ２．０ ２．２ ２．１ ２．１ ２．１ ２．２ ２．１ ２．２ ２．１ ２．０ ２．２ ２．１ ２．１

３．介護予防プランの作成状況

月

区分
４ ５ ６ ７ ８ ９ １０ １１ １２ １ ２ ３ 計 ％

要 支 援 １ １４ １３ １３ １４ １５ １７ １７ １８ １８ １７ １６ １８ １９０ ４４．８

要 支 援 ２ ２０ ２０ ２１ １９ ２０ ２０ １９ ２１ １８ １８ １９ １９ ２３４ ５５．１

計 ３４ ３３ ３４ ３３ ３５ ３７ ３６ ３９ ３６ ３５ ３５ ３７ ４２４ １００

城北地域包括

支援センター
３１ ３０ ３１ ３０ ３３ ３４ ３３ ３６ ３３ ３２ ３１ ３３ ３８７ ９１．２

長尾川地域包括

支援センター
１ １ １ １ ０ １ １ １ １ １ １ １ １１ ２．５

八幡山地域包括

支援センター
１ １ １ １ １ １ １ １ １ １ １ １ １２ ２．８

城東包括

支援センター
１ １ １ １ １ １ １ １ １ １ １ １ １２ ２．８
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千代田包括

支援センター
０ ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０ １ １ ２ ０．５

〔２〕新たなケアプラン作成の依頼先及び廃止の状況

１．依頼先の状況

月

区分
４ ５ ６ ７ ８ ９ １０ １１ １２ １ ２ ３ 計 ％

家族から直接 ２ ０ １ ０ ３ ２ ２ ３ ０ １ ２ １ １７ ３８．６

被認定調査者 ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０

民生委員等紹介 ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０

支援から介護へ ０ １ ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０ １ ２．２

地域包括支援

センターから紹介
１ １ ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０ ２ ２ ６ １３．６

法人職員の紹介 ０ ０ ０ ０ ２ ０ ０ １ ０ ０ ０ １ ４ ９．０

法人内施設 ０ ０ ０ ０ １ ０ ０ ０ ０ １ ０ ０ ２ ４．５

その他 １ １ １ ３ ０ ５ １ ０ ０ ０ １ １ １４ ３１．８

計 ４ ３ ２ ３ ６ ７ ３ ４ ０ ２ ５ ５ ４４ １００

２．廃止の状況

月

区分
４ ５ ６ ７ ８ ９ １０ １１ １２ １ ２ ３ 計 ％

介護から支援

へ変更
０ ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０

病院・施設への

入院又は入所
０ ０ １ ３ ３ ３ １ ２ ０ ２ ０ １ １６ ５５．１

死亡 ０ １ ０ ２ ０ ４ １ ０ ２ １ １ １ １３ ４４．８

その他 ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０

計 ０ １ １ ５ ３ ７ ２ ２ ２ ３ １ ２ ２９ １００

〔３〕相談の状況

１．相談方法の比較

区 分 電 話 来 所 訪 問 夜 間 職員 計

３年度
件数 ４２ ０ ４ ０ ０ ４６

％ ９５ ０ ５ ０ ０ １００

２年度
件数 ２０ ５ ４ ０ ０ ２９

％ ６９ １７ １４ ０ ０ １００
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２．相談ケースの状況

状 況 寝たきり 認知症 １人暮らし 虚弱 準寝たきり 生活自立 その他 計

件 数 ４ ５ ３ ２５ ０ ０ ９ ４６

３．相談内容

内 容

介
護
方
法

福
祉
用
具

在
宅
福
祉

 
 保

健
医
療

施
設
入
所

住
宅
改
修

介
護
保
険

介
護
予
防 他

計

件 数 ０ ０ ０ ０ ０ ０ ３７ ７ ２ ４６

％ ０ ０ ０ ０ ０ ０ ８０．４ １５．３ ４．３ １００

２年度％ ０ ０ ０ ０ ０ ３．４ ８６．４ １０．４ ０ １００

４．相談への対応

対 応
情報提供・

指導等

他機関

斡 旋

サービス

調 整

サービス

申請代行
その他 計

件 数 ０ ０ ４４ ０ ０ ４４

％ ０ ０ １００ ０ ０ １００

２年度％ ０ ０ １００ ０ ０ １００
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